
『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
一
）
１
桐
壺
〜

花
散
里

岩

坪

健

本
稿
は
『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
の
桐
壺
（『
源
氏
物
語
』
第
一
帖
）
か
ら
花
散
里
（
第
一
一
帖
）
ま
で
を
掲
載
す
る
。
各
帖
の
担
当

者
（
丹
羽
雄
一
、
嶋
中
佳
輝
、
橋
谷
真
広
、
八
木
智
生
、
湯
本
美
紀
、
溝
口
利
奈
）
は
、
す
べ
て
本
学
博
士
課
程
在
学
者
で
あ
る
。

本
書
は
真
・
行
の
二
冊
か
ら
な
り
、
真
の
巻
は
『
源
氏
物
語
』
五
四
帖
の
あ
ら
す
じ
（
末
尾
に
巻
名
歌
）⑴
、
行
の
巻
は
「
御
伝
」（
足

利
義
政
の
花
論
）
に
「
愚
按
」（
千
葉
龍
卜
の
解
釈
）
を
加
え
る
と
い
う
形
式
で
各
帖
の
活
け
方
を
記
す
。
二
冊
と
も
巻
頭
に
正
蔭
の
序

文
、
巻
末
に
大
嶋
宗
丹
の
署
名
・
落
款
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
大
嶋
靖
彦
氏
蔵
で
あ
る
。
行
の
巻
の
序
文
に
は
、
末
尾
に
「
安
政
辰
の
年
」

と
記
さ
れ
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
写
し
と
知
ら
れ
る
⑵
。

行
の
巻
の
う
ち
秘
伝
の
六
帖
⑶
を
除
く
四
八
帖
に
つ
い
て
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
前
賀
松
泉
が
図
解
し
た
草
の
巻
（
前
賀
一
泰
氏

蔵
）
が
あ
る
⑷
。
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
大
嶋
靖
彦
氏
・
前
賀
一
泰
氏
に
は
深
謝
し
申
し
上
げ
る
。

注⑴

巻
名
歌
と
は
、
一
巻
に
詠
ま
れ
た
和
歌
の
う
ち
巻
名
を
含
む
一
首
、
ま
た
は
当
巻
を
代
表
す
る
名
歌
一
首
。

⑵

本
書
を
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
木
曽
こ
こ
ろ
氏
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、『
没
後
１００
年
記
念

企
画
展

大
嶋
黄
谷
』（
赤
穂
市
立
美
術
工
芸
館
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田
淵
記
念
館
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
）、『
源
氏
流
い
け
ば
な
』（
赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
、
平
成
二
七
年
一
一
月
）
の
解
説
を
参
照
。

⑶

注
⑵
の
『
源
氏
流
い
け
ば
な
』、
岩
坪
健
著
『
源
氏
物
語
の
享
受
│
注
釈
・
梗
概
・
絵
画
・
華
道
│
』（
和
泉
書
院
、
平
成
二
五
年
）
第
四
編
第
三

章
の
六
を
参
照
。

⑷

注
⑵
の
『
源
氏
流
い
け
ば
な
』
参
照
。

凡
例

一
、
翻
刻
は
原
文
の
ま
ま
を
原
則
と
し
て
、
誤
字
・
脱
字
・
濁
点
・
当
て
字
・
仮
名
遣
い
等
も
底
本
の
通
り
に
し
た
が
、
読
解
や
印
刷
の

便
宜
を
考
慮
し
て
次
の
操
作
を
行
っ
た
。

１

句
読
点
を
付
け
、
会
話
文
な
ど
は
「

」
で
括
り
、
底
本
の
旧
漢
字
・
異
体
字
・
略
体
は
通
常
の
字
体
に
改
め
た
。

２

誤
写
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
右
側
行
間
に
（
マ
マ
）
と
記
し
た
。
読
め
な
い
個
所
は
□
で
示
し
た
。

一
、
真
・
行
・
草
の
巻
の
順
に
翻
刻
す
る
。
な
お
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
草
の
巻
の
図
は
割
愛
し
た
。
次
い
で
各
々
の
現
代
語
訳
、
そ
の

あ
と
に
注
釈
を
付
す
。
各
帖
の
末
尾
に
、
担
当
者
の
氏
名
を
示
す
。

一
、【
訳
】
の
欄
に
は
、
翻
刻
し
た
古
文
の
現
代
語
訳
を
置
く
。
な
お
理
解
を
助
け
る
た
め
、
主
語
な
ど
の
補
足
ま
た
は
語
釈
な
ど
を
設

け
、
そ
れ
ら
は
（

）
内
に
入
れ
る
。
な
お
、
真
・
行
の
巻
名
と
、
草
の
巻
の
現
代
語
訳
は
省
略
す
る
。

一
、【
注
】
の
欄
に
は
翻
刻
し
た
古
文
の
注
釈
を
設
け
、
注
釈
し
た
箇
所
は
古
文
に
通
し
番
号
（
１
以
下
）
を
付
す
。

１

注
釈
本
文
に
挙
げ
た
和
歌
に
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
（
た
だ
し
万
葉
集
は
旧
番
号
の
み
）
を
示
す
。

２

注
釈
本
文
に
挙
げ
た
古
文
に
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。

３

前
掲
の
巻
に
記
し
た
注
を
指
す
場
合
、
そ
の
巻
名
の
頭
に
巻
の
通
し
番
号
（
１
〜

）
を
付
け
る
。
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一
、
本
書
と
関
わ
る
作
品
を
取
り
上
げ
、
略
称
で
示
す
。

○
『
小
鏡
』
…
『
源
氏
小
鏡
』
の
略
称
。
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
源
氏
物
語
の
梗
概
書
。
本
文
は
、
岩
坪
健
編
『「
源
氏
小
鏡
」
諸

本
集
成
』（
和
泉
書
院
、
平
成
一
七
年
）
に
収
め
た
整
版
を
使
用
。
な
お
連
歌
に
使
わ
れ
る
言
葉
を
「
寄
合
語
」
と
言
う
。

○
『
龍
野
』
…
龍
野
の
円
尾
祐
利
が
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
著
わ
し
た
『
源
氏
五
十
四
帖
之
巻
』。
岩
坪
健
著
『
源
氏
物
語
の
享

受
│
注
釈
・
梗
概
・
絵
画
・
華
道
│
』（
和
泉
書
院
、
平
成
二
五
年
）
に
翻
刻
あ
り
。

○
『
六
帖
』
…
円
尾
祐
利
が
『
源
氏
五
十
四
帖
之
巻
』
に
収
め
な
か
っ
た
六
帖
。
岩
坪
健
著
『
源
氏
物
語
の
享
受
│
注
釈
・
梗
概
・
絵

画
・
華
道
│
』
に
翻
刻
あ
り
。

キ
リ
ツ
ホ

一

桐
壺

ツ
ホ

オ
ホ
ウ
チ

ア
ル
コ
テ
ン

ナ
ナ
リ

キ
ミ

オ
ン
ハ
ヽ

コ
ノ
ト
ノ

キ
リ
ツ
ホ

コ
ウ
イ

１キリ桐
壺
は
大
内
に
有
御
殿
の
名
也
。

２ヒカ
ル光
君
の
御
母
、
此
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
に
よ
り
て
、
桐
壺
の
更
衣
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
れ
り
。

３コノ此

コ
ウ
イ

オ
ン
ハ
ラ

ワ
カ
ミ
ヤ
４

コ
タ
ン
シ
ヤ
ウ

ミ

コ
ヲ
ウ
ミ
タ
マ

ヒ
カ
ル
キ
ミ

サ
イ

更
衣
の
御
腹
に
若
宮
や
す
�
�
と
御
誕
生
有
て
、
玉
の
や
う
な
る
を
の
こ
御
子
産
給
ふ
。
光
君
と
い
ふ
也
。
ほ
ど
な
く
十
二
歳
の
時
、

コ
ケ
ン
ブ
ク

ソ
ノ
キ
シ
キ

ア
フ
ヒ

ウ
ヘ

ゴ
コ
ン
レ
イ

チ
ヽ
キ
ミ

キ
リ
ツ
ホ

ミ
カ
ド

御
元
服
し
給
ふ
。
其
儀
式
い
か
め
し
く
、
葵
の
上
と
御
婚
礼
あ
り
。

５オン御
父
君
を
桐
壺
の
御
門
と
申
也
。

６い
と
け
な
き
初
元
ゆ
ひ
に
長
き
世
を
契
る
心
は
む
す
ひ
こ
め
つ
や

ケ
ン
シ
リ
ウ
コ
ク
ヒ
オ
フ
ギ
シ
ヤ
ウ

源
氏
流
極
秘
奥
儀
鈔

松
応
斎
法
橋
千
葉
龍
卜

キ
リ
ツ
ボ

桐
壺

コ
テ
ン
ニ
イ
ハ
ク

キ
リ
ツ
ホ

ナ

キ
リ

イ
ク

ホ
ウ
ワ
ウ

セ
イ
タ
イ

イ
デ

ク
ラ
ヰ

レ
ン

ハ
ナ

タ
イ
イ
チ

御
伝
曰
、

７コレ是
は
桐
壺
と
い
ふ
名
に
よ
り
て
、
桐
を
生
る
也
。

８キリ桐
、
鳳
凰
は
聖
代
な
ら
で
は
出
ぬ
位
あ
る
も
の
也
。

９キヨ御
簾
の
花
、
第
一
の
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ナ
ラ
ヒ

シ
ウ
ギ

習
と
せ
り
。
祝
義
に
も
ち
ふ
べ
し
。

ク
ア
ン
ニ
イ
ハ
ク

キ
リ
ツ
ホ
ノ
カ
ウ
イ

ク
ル
マ

セ
ン
ジ

ク
ル
マ

ク
サ

エ
ン

マ
タ

ミ

愚
按
曰
、
桐
壺
更
衣
に
テ手
車
の
宣
旨
と
い
ふ
事
あ
り
。
ヲ小
車
と
い
ふ
草
、
縁
あ
り
。
又
、
サ
ン三
位
の
く
ら
ゐ
、
お
く
ら
せ
給
ふ
。
是

キ
リ
ツ
ホ

ナ
カ
ク

コ
ノ
ヨ

サ
リ

ト
キ

フ
ツ
ク
ハ

コ
ヽ
ロ
ウ

マ
タ

ツ
ホ
ノ
ミ
カ
ト

ハ
ヽ
キ
タ

カ
タ

ケ
ン
シ

ワ
カ
ミ
ヤ

ユ
ケ
イ

は
桐
壺
、
長
く
此
世
を
去
給
ふ
時
の
事
也
。
仏
花
と
心
得
へ
し
。
又
、
キ
リ桐
壺
帝
、
母
北
の
方
に
源
氏
、
若
宮
に
て
ま
し
ま
す
時
、
靫
負

ノ
メ
ウ
ブ

ツ
カ
イ

ウ
タ

命
婦
を
使
と
し
て
給
は
り
し
歌
、

み
や
き
の
の
露
吹
む
す
ふ
風
の
音
に
小
萩
か
も
と
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

カ
ナ
ラ
ス

ハ
ギ

イ
ク

オ
ン
ト
シ

ヲ
ン
フ
ミ
ハ
シ
メ

ヲ
ン
カ
ク
モ
ン
ハ
シ
メ

コ
ト
フ
エ

ネ

ク
モ
ヰ

と
い
ふ
時
は
必
、
萩
を
生
る
也
。
又
、
源
氏
、
七
の
御
年
、
御
文
始
と
て
御
学
文
始
あ
り
。
琴
笛
の
音
に
も
雲
井
を
ひ
ゞ
か
す
と
有
。

カ
ナ
ラ
ス

マ
ツ

シ
ユ

イ
ク

コ
ト

カ
ヨ

シ
モ
ナ
ラ
ヘ
コ
レ
ニ

マ
タ

ロ
ク
ハ
ン

タ
ウ
ジ
ン

ニ
ン
サ
ウ

ミ

ミ
ナ
モ
ト

ウ
チ

此
時
は
必
、
松
を
主
と
し
て
生
る
也
。
マ
ツ松
は
琴
に
通
ふ
。
下
准
レ

之
。
又
、
コ
ウ鴻
盧
館
に
て
唐
人
、
人
相
を
見
奉
り
て
、
源
の
氏
を
給

ト
キ
ノ
ハ
ナ

ア
フ
ヒ

ウ
ヘ

コ
シ
ウ
ケ
ン

ト
キ

カ
ナ
ラ
ス

ハ
ナ

イ
ク

イ
シ

は
る
こ
と
あ
り
。
コ
ノ此
時
花
、
ハ
ク
ク
ハ

白
花

シ
ロ
キ
ハ
ナ

に
か
ぎ
る
也
。
又
、
葵
の
上
と
御
祝
言
の
時
は
必
、
ム
ラ
サ
キ
紫
色

シ
シ
ヨ
ク

の
花
を
生
へ
し
。
ウ
タ歌
に
よ
れ
り
。
以

ヤ
ウ

キ
リ
ツ
ホ
イ
ツ
ク
ハ
ン

カ
ウ
シ
ヤ
ウ

上
、
桐
壺
一
巻
の
う
ち
考
証
か
く
の
如
し
。

一

桐
壺
（
祝
儀
）
桐
壺
の
御
帝
。
桐
、
芒
、
紫
の
花
。

【
訳
】
桐
壺
は
宮
中
に
あ
る
御
殿
の
名
前
で
あ
る
。
光
君
の
母
上
は
、
こ
の
殿
舎
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
桐
壺
の
更
衣
と

お
名
づ
け
し
た
。
こ
の
更
衣
の
御
身
に
若
宮
が
安
ら
か
に
誕
生
さ
れ
て
、
玉
の
よ
う
な
皇
子
を
出
産
さ
れ
る
。（
こ
の
子
を
）
光
君
（
光

源
氏
）
と
言
う
の
で
あ
る
。（
光
源
氏
は
）
ま
も
な
く
十
二
歳
の
時
、
元
服
な
さ
れ
る
。
そ
の
儀
式
は
盛
大
で
、
葵
の
上
と
結
婚
さ
れ
る
。

（
光
源
氏
の
）
父
上
を
桐
壺
の
帝
と
申
す
の
で
あ
る
。

幼
い
（
光
源
氏
の
）
元
服
の
組
み
紐
に
、
行
く
末
長
い
夫
婦
仲
を
約
束
す
る
思
い
は
結
び
こ
め
ま
し
た
か
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
桐
壺
と
い
う
巻
名
に
よ
っ
て
、
桐
を
生
け
る
の
で
あ
る
。
桐
（
に
住
む
）
鳳
凰
は
、
名
君
の
時
代
で
な
け
れ
ば

（
こ
の
世
に
）
出
現
し
な
い
、
位
の
あ
る
鳥
で
あ
る
。
御
簾
の
花
は
、
第
一
の
習
い
と
す
る
。
祝
儀
に
用
い
る
が
よ
い
。
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愚
案
に
よ
る
と
、
桐
壺
の
更
衣
に
手
車
の
宣
旨
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
小
車
と
い
う
草
が
、
ゆ
か
り
が
あ
る
。
ま
た
、
三
位
の
位
を

（
桐
壺
の
更
衣
に
帝
が
）
お
贈
り
に
な
ら
れ
る
。
こ
れ
は
桐
壺
の
更
衣
が
、
永
久
に
こ
の
世
を
去
ら
れ
る
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
仏
に

供
え
る
花
と
心
得
る
が
よ
い
。
ま
た
、
桐
壺
の
帝
が
（
更
衣
の
）
母
で
あ
る
奥
方
に
、
光
源
氏
が
幼
い
皇
子
で
お
ら
れ
る
と
き
、
靫
負

の
命
婦
を
使
者
と
し
て
贈
ら
れ
た
和
歌
、

宮
中
を
吹
き
渡
り
（
葉
や
草
に
）
露
を
結
ぶ
風
の
音
を
聞
く
と
、
宮
城
野
の
小
萩
を
、
そ
し
て
我
が
子
の
こ
と
を
思
い
や
る
こ
と

で
す
。

と
い
う
と
き
は
必
ず
、
萩
を
活
け
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
源
氏
が
七
歳
の
時
、
学
問
始
め
と
い
っ
て
、
初
め
て
漢
籍
の
読
み
方
を
習
う

儀
式
が
あ
る
。（
光
源
氏
は
）
音
楽
を
演
奏
し
て
も
宮
中
に
響
き
渡
る
（
ほ
ど
、
何
事
に
も
秀
で
て
い
る
）
と
（
物
語
に
）
あ
る
。
こ

の
と
き
は
必
ず
、
松
を
主
と
し
て
活
け
る
の
で
あ
る
。
松
は
琴
に
似
通
う
（
か
ら
で
あ
る
）。
以
下
も
こ
れ
に
倣
え
。
ま
た
、
鴻
盧
館

で
、
異
国
の
人
が
（
光
源
氏
の
）
人
相
を
拝
見
し
て
、
源
の
氏
姓
を
授
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と
き
の
花
は
、
白
い
花
に
限
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
葵
の
上
と
ご
婚
礼
の
と
き
は
必
ず
、
紫
色
の
花
を
活
け
る
の
が
よ
い
。
そ
れ
は
和
歌
に
基
づ
い
て
い
る
。
以
上
、
桐
壺

の
巻
、
一
巻
の
う
ち
、
考
証
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

き
り

ま
き

お
ほ
う
ち

ご
て
ん

な

き
り

ひ
か
る

は
ゝ

【
注
】
１
「
桐
つ
ほ
と
い
ふ
巻
の
事
、
大
内
に
有
、
御
殿
の
名
な
り
」（『
小
鏡
』）
２
「
此
桐
つ
ほ
に
、
光
け
ん
し
の
御
母
さ
ふ
ら
は
せ

は
ら

給
ふ
。
扨
こ
そ
、
き
り
つ
ほ
の
か
う
ゐ
と
申
け
れ
」（『
小
鏡
』）
３
「
此
か
う
い
の
御
腹
に
、
わ
か
み
や
、
ひ
と
ゝ
こ
ろ
、
い
て
き
さ
せ

給
ふ
」（『
小
鏡
』）
４
「
や
す
�
�
と
御
誕
生
、
玉
の
や
う
な
る
御
若
宮
に
て
、
光
る
君
ト
申
に
て
、
ほ
と
な
く
十
二
才
の
御
元
服
も
過

ち
ゝ

て
、
葵
の
上
と
御
婚
礼
あ
り
し
と
の
御
事
に
て
候
」（『
龍
野
』）
５
「
桐
つ
ほ
の
御
門
と
、
け
ん
し
の
父
御
門
を
申
」（『
小
鏡
』）
６
巻

名
歌
。
光
源
氏
が
元
服
し
た
と
き
父
の
桐
壺
帝
が
、
光
源
氏
の
妻
に
な
る
葵
の
上
の
父
に
対
し
て
、
娘
を
光
源
氏
と
結
婚
さ
せ
る
意
思
が
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は
つ
も
と
ゆ
ひ

よ

あ
る
か
と
尋
ね
た
和
歌
。「
初
元
結
」
は
元
服
の
時
、
初
め
て
髪
を
結
ぶ
の
に
用
い
る
紫
の
組
み
紐
。「
世
」
は
夫
婦
仲
。

７
「
是
は
、

桐
壺
と
云
名
に
て
、
桐
を
生
る
な
り
」（『
龍
野
』）
８
「
桐
に
鳳
凰
と
申
て
、
聖
代
の
御
代
な
ら
て
は
出
ぬ
も
の
也
。
位
鳥
也
」（『
龍

（
御
簾
）

野
』）
９
「
御
簾
の
花
な
り
。
み
す
の
花
を
略
し
て
、
当
世
、
か
べ
に
う
つ
し
て
、
絵
に
書
て
、
桐
の
間
と
申
な
り
。（
中
略
）
み
す
の

（
マ
マ
）

（
宣
旨
）

花
、
第
一
の
習
と
す
る
也
。
委
は
極
意
の
巻
ニ
有
之
。
爰
ニ
略
ス
。
極
祝
義
な
り
」（『
龍
野
』）

「
て
く
る
ま
の
せ
ん
し
」（『
小

鏡
』）「
手
車
」
は
牛
車
に
対
し
て
、
人
が
手
で
引
く
乗
り
物
。
内
裏
の
中
は
歩
く
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
皇
族
・
貴
族
・
高
僧
な
ど
で

「
宣
旨
」（
天
皇
の
許
可
）
が
出
さ
れ
た
者
は
手
車
に
乗
っ
て
通
行
し
た
。
更
衣
の
身
分
で
手
車
に
乗
れ
る
の
は
異
例
。
こ
れ
は
重
病
の
桐

壺
の
更
衣
を
気
遣
っ
た
、
帝
の
特
別
な
配
慮
に
よ
る
。

小
車
と
い
う
名
は
、
咲
き
そ
ろ
っ
た
花
が
車
輪
に
似
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

さ
ん
み

茎
は
直
立
し
、
そ
の
頂
上
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
菊
に
似
た
黄
色
の
花
が
咲
く
。

「
三
位
の
く
ら
ゐ
を
、
を
く
ら
せ
給
ふ
」（『
小

鏡
』）
桐
壺
の
更
衣
は
身
分
が
低
か
っ
た
が
、
死
後
に
帝
か
ら
三
位
と
い
う
高
い
位
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
も
「
手
車
の
宣
旨
」
と
同
じ

う
ち

（
靫
負
）

（

命

婦

）

ね
う
は
う

み
か
と

で
、
破
格
の
待
遇
。

「
内
よ
り
、
か
の
御
さ
と
へ
ゆ
け
い
の
み
や
う
ふ
と
い
ふ
女
房
を
、
御
つ
か
ひ
に
つ
か
は
せ
給
ふ
。（
中
略
）御
門

よ
り
の
御
ふ
み
に
、
か
う
ゐ
の
母
の
も
と
へ
若
宮
の
御
こ
と
を
よ
み
給
ひ
候
御
歌
」（『
小
鏡
』）

桐
壺
の
帝
が
、
我
が
子
の
光
源
氏
を

み
や
ぎ

の

小
萩
に
た
と
え
た
和
歌
。
小
萩
の
「
小
」
に
「
子
」
を
掛
け
る
。「
宮
城
野
」
は
歌
枕
で
、
宮
城
県
仙
台
市
に
あ
っ
た
野
原
、
萩
の
名
所
。

け
ん
し

（
始
め
）

こ
こ
で
は
父
帝
が
い
る
宮
殿
で
あ
る「
宮
」を
掛
け
る
。
ま
た「
露
」は
涙
を
暗
示
す
る
。

「
源
氏
、
七
の
御
と
し
よ
り
、
御
文
は
し
め

（

学

問

）

（
琴
）

（
笛
）

く
も
ゐ

あ
り
。
か
く
も
ん
し
給
ふ
に
、
こ
と
、
ふ
ゑ
の
ね
に
も
、
雲
井
を
ひ
ゝ
か
す
」（『
小
鏡
』）

た
と
え
ば
斎
宮
女
御
が
詠
ん
だ
名
歌
「
琴

ね
の
音
に
峰
の
松
風
か
よ
ふ
な
り
い
づ
れ
の
を
よ
り
調
べ
そ
め
け
む
」（
和
漢
朗
詠
集
・
下
・
管
絃
・
四
六
九
）
の
よ
う
に
、
琴
の
音
色
と

（

高

麗

）

（
博
士
）

み
や

（
相
）

松
風
の
音
が
似
通
う
と
い
う
考
え
が
あ
る
。

「
か
う
ら
い
よ
り
、
は
か
せ
わ
た
り
た
る
に
、
此
宮
を
さ
う
せ
ら
る
。（
中
略
）
ひ
か

ひ
か
る
け
ん
し

（

鴻

臚

館

）

る
き
み
と
つ
け
た
て
ま
つ
り
し
よ
り
、
此
け
ん
し
を
光
源
氏
と
い
ふ
な
り
。（
中
略
）
か
の
は
か
せ
、
あ
ひ
し
と
こ
ろ
、
こ
う
ろ
く
は
ん
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な
り
」（『
小
鏡
』）。
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
ま
る
で
外
国
の
博
士
が
源
の
氏
を
与
え
た
か
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
『
小
鏡
』
の

（

元

服

）

そ
の

う
ち

別
の
個
所
に
は
、「
け
ん
し
の
き
み
十
二
に
て
け
ん
ふ
く
、
其
日
、
み
な
も
と
の
氏
を
給
は
り
て
、
た
ゝ
人
と
な
り
給
ひ
、
い
は
ゆ
る

（

光

源

氏

）
こ
れ

ひ
か
る
け
ん
し
是
な
り
」
と
あ
り
、
そ
の
方
が
物
語
の
内
容
（
帝
か
ら
源
の
姓
を
賜
わ
る
）
に
合
う
。

「
白
花
」
は
源
氏
が
白
旗
、

（

初

元

結

）

（

濃

紫

）

平
氏
が
赤
旗
に
よ
る
か
。

注
６
の
和
歌
を
指
す
。
紫
色
の
花
を
活
け
る
の
は
、『
小
鏡
』
の
「『
は
つ
も
と
ゆ
い
の
こ
き
む
ら
さ
き
』

み
や

（

元

服

）

い
と

（

平

組

）

（

元

結

）

と
い
ふ
事
は
、
宮
な
と
の
御
子
け
ん
ふ
く
の
お
り
、
こ
む
ら
さ
き
と
い
ふ
糸
の
ひ
ら
く
み
に
て
、
も
と
ゆ
い
を
と
る
事
、
そ
れ
に
よ
せ
た

る
事
な
り
」
と
い
う
解
説
に
よ
る
。

（
岩
坪
健
）

ハ
ヽ
キ
ギ

二

箒
木

ハ
ヽ
キ
ギ

コ
ノ
ケ
ン
シ
イ
チ
ブ

ソ
ウ
ケ
イ

ウ

ヒ
ク
ウ

カ
キ

ユ
メ

ウ
キ
ハ
シ

オ
ハ
ル

サ
ク
シ
ヤ

シ
ユ
イ
ナ
リ

マ
キ

ア
マ
ヨ

モ
ノ

箒
木
と
は
此
源
氏
一
部
の
惣
計
、

１ヒ非
有
非
空
の
こ
と
を
書
て
、
夢
の
浮
橋
に
て
終
る
作
者
の
趣
意
也
。
さ
て

２コノ此
巻
に
雨
夜
の
物
か
た
り
と

ジ
ノ
キ
ミ

オ
ン
モ
ノ

オ
ホ
ウ
チ

ト
コ
ロ
ニ

ト
キ

シ
ナ

ア
リ

ナ
カ

い
ふ
こ
と
あ
り
。

３ゲン源
氏
君
、
御
物
い
み
に
て
大
内
の
と
の
ゐ
所
お
は
し
ま
す
時
、
御
つ
れ
�
�
の
な
く
さ
め
に
品
さ
だ
め
有
し
中
に
、

ク
ヒ

オ
ン
ナ

マ
タ

イ

ヨ
ス
ケ

ツ
マ
ウ
ツ
セ
ミ

４ユヒ指
食
の
女
、
こ
が
ら
し
の
あ
だ
人
、
又
、
伊
予
介
か
妻
空
蝉
の
つ
れ
な
か
り
し
こ
と
も
あ
り
。

５数
な
ら
ぬ
ふ
せ
や
に
お
ふ
る
名
の
う
さ
に
あ
る
に
も
あ
ら
て
消
る
箒
木

ハ
ヽ
キ
ギ

箒
木

コ
テ
ン
ニ
イ
ハ
ク

ヒ
キ

サ
ス
ハ
ナ

タ
カ

タ
カ

サ
ス
ハ
ナ

シ
タ

ミ
モ
ト

カ
タ
江

ム
ク

７

ワ
レ

う
え

御
伝
曰
、

６コレ是
は
低
く
指
花
を
高
く
、
又
高
く
指
花
を
下
に
さ
し
て
、
身
本
の
方
う
し
ろ
向
や
う
に
さ
す
也
。
花
の
心
に
も
、
我
は
上

イ
ク

シ
ナ
イ
ツ
シ
ナ

ク
サ
ハ
ナ

イ
ク

シ
ナ
サ
タ
メ

ハ
ヽ
キ
ク
サ

イ
ク

へ
立
花
な
れ
と
も
、
つ
れ
な
き
心
、
第
一
に
活
る
也
。
又
、

８ミ三
品
五
品
の
草
花
を
活
る
は
、
品
定
と
い
ふ
に
よ
れ
り
。

９マタ又
、
箒
草
を
生

マ
キ

ナ

シ
ル

る
こ
と
、
巻
の
名
に
よ
れ
り
と
知
べ
し
。

グ
ア
ン
ニ
イ
ハ
ク

マ
キ

ケ
ン
シ

ヲ
ン
モ
ノ

オ
ホ
ウ
チ

ト
コ
ロ

ト
ウ
ノ
チ
ウ
シ
ヤ
ウ

愚
按
曰
、
コ
ノ此
巻
あ
ま
夜
物
が
た
り
と
云
。
源
氏
、
御
物
い
み
に
て
大
内
と
の
ゐ
所
に
お
は
し
ま
す
、
御
つ
れ
�
�
に
、
頭
中
将
、
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シ
キ
フ

テ
ン
シ
ヤ
ウ
ビ
ト
マ
イ

ヲ
ン
モ
ノ
カ
タ
リ

イ
ケ

シ
キ
ブ

モ
ノ
カ
タ
リ

フ
ミ

う
ま
の
か
み
、
と
う
式
部
と
い
ひ
し
天
上
人
参
り
て
、
く
ま
な
き
御
物
語
あ
り
。
ウ
メ梅
を
生
る
事
、
と
う
式
部
の
物
語
、
文
は
か
せ
の

ウ
メ

カ
ウ
ブ
ン
ボ
ク

ナ
ソ
ラ

イ
ク

ト
ウ
ノ
チ
ウ
シ
ヤ
ウ

モ
ノ
カ
タ
リ

キ
ク

イ
ク

む
す
め
の
事
、
梅
を
好
文
木
と
い
ふ
よ
り
、
是
に
准
ふ
。
マ
タ又
、
な
で
し
こ
を
生
る
は
頭
中
将
の
物
語
也
。
マ
タ又
、
菊
を
活
る
事
、
う
ま

モ
ノ
カ
タ
リ

キ
ク

ヤ
ド

ク
ル
マ

ワ
コ
ン
ト
フ
エ

シ
コ
ク

の
か
み
の
物
語
也
。
菊
の
宿
と
い
ふ
事
有
。
ウ
マ
ノ
カ
ミ
ノ
モ
ノ
カ
タ
リ
ニ
車
に
和
琴
笛
と
あ
は
す
る
事
あ
り
。
是
は
至
極
あ
だ
な
る
花
よ

キ
ク

モ
ミ
チ

サ
タ
マ
リ

し
。
菊
と
紅
葉
と
い
く
る
事
、
定
り
な
り
。

こ
と
の
ね
も
月
も
え
な
ら
ぬ
宿
な
か
ら
つ
れ
な
き
人
を
ひ
き
や
と
め
け
る

と
い
ふ
歌
あ
り
。
あ
た
な
る
女
の
家
に
菊
、
紅
葉
あ
れ
は
也
。

【
訳
】
箒
木
と
は
こ
の
『
源
氏
物
語
』
全
巻
す
べ
て
に
、
有
り
で
も
無
し
で
も
な
い
こ
と
を
書
い
て
、
夢
の
浮
橋
で
（
物
語
を
）
終
え
る

も
の
い
み

作
者
の
趣
向
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
巻
に
雨
夜
の
物
語
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
源
氏
の
君
が
帝
の
物
忌
に
よ
り
宮
中
の
私
室
に
お
ら
れ
る

時
、
御
無
聊
の
慰
め
と
し
て
（
女
性
の
）
品
定
め
が
あ
っ
た
中
に
、
指
食
い
の
女
、
木
枯
し
の
浮
気
な
女
、
ま
た
伊
予
介
の
妻
で
あ
る
空

蝉
が
薄
情
だ
っ
た
話
も
あ
る
。

取
る
に
足
り
な
い
み
す
ぼ
ら
し
い
家
の
生
ま
れ
と
言
わ
れ
る
の
が
辛
い
の
で
、
あ
る
の
か
な
い
の
か
分
か
ら
ぬ
よ
う
に
姿
が
消
え
る

箒
木
（
の
よ
う
な
私
）
で
す
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
（
本
来
）
低
く
挿
す
花
を
高
く
、
ま
た
、（
本
来
）
高
く
挿
す
花
を
下
に
挿
し
て
、
貴
人
に
対
し
て
（
花
が
）

後
ろ
を
向
く
よ
う
に
挿
す
の
で
あ
る
。
花
の
心
と
し
て
も
、
私
は
上
に
向
か
っ
て
立
つ
花
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
薄
情
な
心
を
第
一
に
し
て

活
け
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
種
類
・
五
種
類
の
草
花
を
活
け
る
の
は
、（
雨
夜
の
）
品
定
め
と
い
う
の
に
拠
っ
て
い
る
。
ま
た
、
箒
草

を
活
け
る
の
は
、
巻
の
名
に
拠
っ
て
い
る
と
理
解
し
な
さ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
こ
の
巻
は
雨
夜
物
語
と
い
う
。
光
源
氏
が
、
帝
の
物
忌
に
よ
り
宮
中
の
私
室
に
お
ら
れ
る
、（
そ
の
）
御
退
屈
さ
の
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た
め
に
、
頭
中
将
、
馬
頭
、
藤
式
部
と
い
っ
た
殿
上
人
が
参
上
し
て
、
明
け
広
げ
な
お
話
が
あ
る
。
梅
を
活
け
る
こ
と
は
、
藤
式
部
が

語
っ
た
話
に
、
漢
文
博
士
の
娘
の
事
（
が
あ
り
）、
梅
を
好
文
木
と
い
う
の
で
、
こ
れ
に
准
え
る
。
ま
た
、
撫
子
を
活
け
る
の
は
頭
中

将
の
話
（
に
よ
る
の
）
で
あ
る
。
ま
た
、
菊
を
活
け
る
の
は
馬
頭
の
話
（
に
よ
る
の
）
で
あ
る
。
菊
の
宿
と
い
う
事
が
あ
る
。
馬
頭
の

ぎ
っ
し
ゃ

話
に
、
牛
車
に
和
琴
と
笛
を
合
奏
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
極
め
て
、
は
か
な
い
花
が
よ
い
。
菊
と
紅
葉
と
を
活
け
る
事
は
慣
例
で

あ
る
。和

琴
の
音
も
月
も
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
素
晴
ら
し
い
お
宅
で
あ
る
が
、
薄
情
な
人
を
引
き
留
め
ま
し
た
か
。

と
い
う
和
歌
が
あ
る
。（
菊
と
紅
葉
と
を
活
け
る
の
は
）
浮
気
な
女
の
家
に
菊
、
紅
葉
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

【
注
】
１
「
非
有
非
空
」
は
仏
語
で
、
万
物
の
実
相
は
、
実
在
す
る
も
の
（
有
）
で
も
、
有
無
を
超
越
し
た
空
で
も
な
い
と
す
る
観
念
。

シ
モ
ン

ヒ

ウ

ヒ
ク
ウ

ヤ
ク
ウ
ヤ
ク
ク
ウ

『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
に
も
帚
木
の
巻
に
、「
天
台
四
門
の
中
に
て
は
、
非
有
非
空
、
亦
有
亦
空
、
此
物
語
に
当
た
れ
り
」
と
あ
る
。

２

こ
の
ま
き

（
雨
）

（
源
氏
）

き
み

（
方
違
へ
）

（

宿

直

所

）

「
此
巻
に
、
あ
ま
夜
物
か
た
り
と
い
ふ
事
は
」（『
小
鏡
』）
３「
け
ん
し
の
君
、
御
物
い
み
に
て
御
か
た
た
か
へ
に
、
大
内
の
と
の
ゐ
と
こ
ろ

（

枯

）

（
伊
予
）

に
お
は
し
ま
す
。
御
つ
れ
�
�
の
な
く
さ
め
に
や
」（『
小
鏡
』）
４
「
指
喰
の
女
、
木
か
ら
し
の
あ
た
人
な
と
、
ま
た
は
い
よ
の
介
か

妻
、
空
蝉
か
、
つ
れ
な
か
り
し
に
」（『
六
帖
』）
５
巻
名
歌
。「
雨
夜
の
品
定
め
」
の
翌
日
、
空
蝉
の
寝
所
に
忍
び
込
ん
だ
光
源
氏
は
、

空
蝉
と
契
り
を
結
び
、
慎
ま
し
く
思
慮
深
い
空
蝉
に
心
引
か
れ
る
が
、
身
分
の
違
い
か
ら
空
蝉
は
源
氏
を
拒
む
。
当
歌
は
、
源
氏
の
和
歌

そ
の
は
ら

「
帚
木
の
心
を
知
ら
で
園
原
の
道
に
あ
や
な
く
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」（
帚
木
の
よ
う
に
近
づ
く
と
消
え
て
し
ま
う
あ
な
た
の
心
も
知
ら
ず
に

近
づ
こ
う
と
し
て
、
わ
け
も
わ
か
ら
ず
園
原
の
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ
）
を
受
け
、
源
氏
へ
の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
も
、
身
分
の

違
い
か
ら
源
氏
を
拒
絶
し
た
和
歌
。
帚
木
は
信
濃
国
（
長
野
県
）
園
原
の
伏
屋
に
あ
っ
た
木
。
そ
の
梢
は
帚
の
よ
う
で
、
遠
く
か
ら
見
る

（
低
）

（
低
）

（
マ
マ
）

と
見
え
、
近
寄
る
と
見
え
な
く
な
る
と
い
う
。

６「
是
は
、
ひ
き
く
指
花
を
高
く
、
高
く
さ
す
花
を
は
ひ
き
く
根
も
と
に
さ
し
て
、
身
木

― １４１ ―
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（

後

ろ

向

く

）

の
方
へ
花
の
う
し
ろ
む
く
や
う
に
さ
す
な
り
」（『
六
帖
』）
７
「
花
の
心
に
も
、
我
は
上
へ
立
花
な
れ
と
と
、
つ
れ
な
く
か
こ
ち
た
る
の

心
も
ち
、
第
一
と
生
る
な
り
」（『
六
帖
』）
８
「
時
節
の
花
、
三
色
、
五
色
か
生
る
也
。
こ
れ
女
の
上
に
な
か
・
下
の
品
さ
だ
め
、
あ
り

か
み

し
と
の
心
な
り
」（『
六
帖
』）
雨
夜
の
品
定
め
で
は
、
女
性
を
身
分
に
よ
り
上
の
品
・
中
の
品
・
下
の
品
に
分
け
た
。

９
「
又
、
ほ
う

（

頭

）

け
ん
し

き
草
を
も
生
る
也
」（『
六
帖
』）

注
２
参
照
。

「
御
つ
れ
�
�
の
な
く
さ
め
に
や
、
其
こ
ろ
と
う
の
中
将
と
聞
え
し
は
、
源
氏
の

（

小

舅

）

（

馬

頭

）

（
藤
）
し
き
ふ

て
ん
し
や
う

（
好
き
者
）

御
こ
し
う
と
、
あ
ふ
ひ
の
上
の
御
あ
に
な
り
。
か
の
君
と
む
ま
の
か
み
、
と
う
式
部
と
い
ひ
し
天
上
人
参
り
て
、
く
ま
な
き
す
き
物
と

（
博
士
）

も
な
れ
は
、
物
か
た
り
申
つ
ゐ
て
に
」（『
小
鏡
』）

「
文
は
か
せ
の
む
す
め
と
う
し
き
ふ
物
か
た
り
」（『
小
鏡
』）。「
文
は
か
せ
の
む
す
め
」

は
藤
式
部
の
話
に
登
場
す
る
漢
詩
文
の
博
士
の
娘
で
、
こ
の
娘
も
漢
文
に
堪
能
で
あ
っ
た
。「
好
文
木
」
は
、
晋
の
武
帝
が
学
問
に
励
ん

で
い
る
時
は
梅
の
花
が
開
き
、
怠
っ
た
時
は
萎
れ
て
い
た
と
い
う
中
国
の
故
事
に
由
来
す
る
梅
の
古
名
。

「
な
て
し

こ
と
う
の
中
将
の
物
か
た
り
」（『
小
鏡
』）
頭
中
将
の
話
に
よ
る
と
、
彼
の
恋
人
で
あ
つ
た
夕
顔
か
ら
、
撫
子
の
花
に
付
け
て
手
紙
が
送
ら
れ
た
。

そ
の
和
歌
の
中
で
、
自
分
の
娘
を
撫
子
に
喩
え
て
詠
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
夕
顔
の
娘
が
玉
鬘
で
、『
小
鏡
』
に
お
い
て
も
、「
物
か
た

（

菊

の

宿

）

り
に
「
な
て
し
こ
」
と
い
ふ
事
あ
ら
は
、
玉
か
つ
ら
と
心
得
へ
し
」
と
さ
れ
る
。

「
き
く
の
や
と
む
ま
の
か
み
物
か
た
り
」（『
小
鏡
』）。
馬

頭
の
話
に
登
場
す
る
浮
気
な
女
の
家
に
は
、
菊
と
紅
葉
が
植
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
女
に
は
馬
頭
の
ほ
か
、
密
か
に
情
を
交
わ
す
男
が
い

た
。
あ
る
夜
、
そ
の
男
は
馬
頭
と
同
車
し
て
女
の
家
に
行
き
、
笛
を
演
奏
す
る
と
、
女
も
和
琴
を
か
き
鳴
ら
し
て
応
え
た
。

当
歌

は
、
男
が
女
に
、「
庭
の
紅
葉
こ
そ
踏
み
分
け
た
る
跡
も
な
け
れ
」（
庭
の
落
ち
て
い
る
紅
葉
に
は
、
誰
か
が
踏
み
分
け
て
き
た
跡
も
あ
り

ま
せ
ん
ね
）
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
菊
を
折
り
取
っ
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
皮
肉
を
交
え
な
が
ら
女
を
誘
っ
た
和
歌
で
、
こ
の
場
面
を
目

（
宿
）

（
菊
）（
紅
葉
）

に
し
た
馬
頭
は
、
そ
の
女
の
元
に
通
う
こ
と
を
止
め
た
。

「
こ
の
や
と
に
、
き
く
も
み
ち
な
と
、
あ
り
け
る
に
」（『
小
鏡
』）

（
橋
谷
真
広
）
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ウ
ツ
セ
ミ

三

空
蝉

ウ
ツ
セ
ミ

ヨ

ス
ケ

イ
エ

ミ
ツ

キ
ミ
コ
ヽ
ロ

コ
キ
ミ

ク
ル
マ

タ
マ
ヒ

空
蝉
と
は

１イ伊
予
の
介
か
家
の
や
り
水
、
お
も
し
ろ
し
と
て
、
か
れ
が
も
と
へ

２
ヒ
カ
ル光
君
心
な
ら
ず
、
小
君
の
車
に
の
り
て
、
御
し
の
ひ
給
け

３

ノ
キ

オ
キ

イ
モ

ソ

ゴ

イ
タ
マ

フ
ケ

ウ
ツ
セ
ミ

ト
コ
ロ

ユ
キ

ノ
キ

る
に
、
う
つ
せ
み
は
軒
ば
の
荻
と
い
ひ
し
妹
と
素
碁
う
ち
居
給
ひ
し
が
、
さ
よ
更
て
、
空
蝉
の
所
に
行
給
ひ
し
に
、
軒
ば
の
を
ぎ
と
身
を

コ
ロ
モ

セ
ミ

オ
キ

５

６

オ
ン
フ
ミ

か
へ
て

４オン御
衣
の
み
蝉
の
も
ぬ
け
の
ご
と
く
、
の
こ
し
置
給
ひ
し
を
、
と
り
て
か
へ
り
給
ふ
。
そ
の
あ
し
た
御
文
あ
り
。

セ
ミ

ミ

コ

７ウツ空
蝉
の
身
を
か
へ
て
け
る
木
の
も
と
に
な
を
人
か
ら
の
な
つ
か
し
き
哉

ウ
ツ
セ
ミ

空
蝉

コ
テ
ン
ニ
イ
ハ
ク

ソ
ヘ

ウ
ラ

江
ス
コ

ト
ヲ

ハ
ナ

サ
ス

ネ
モ
ト

エ
ン

サ
ス

ケ
ン
シ

シ
ノ
ヒ

御
伝
曰
、
８み
き

御
木

に
添
て
、
裏
の
方
少
し
遠
く
離
し
て
指
べ
し
。

９ハナ花
根
本
は
、
縁
の
き
れ
ぬ
や
う
ニ

指
べ
し
。
コ
レ是
は
源
氏
の
か
く
れ
忍
給

ヲ
ン
ス
カ
タ

ホ
タ
ン

カ
キ
ツ
ハ
タ

ウ
メ

オ

モ

ト

ミ

カ
へ

ウ
タ

ホ
タ
ン

ノ
キ

ヲ
キ

ふ
御
姿
也
。
又
、
牡
丹
、
杜
若
、
梅
も
と
き
、
万
年
青
な
と
、「
身
を
替
て
け
る
」
と
い
ふ
歌
に
よ
り
て
也
。
牡
丹
は
軒
ば
の
荻
の
ふ
く

ナ
ソ
ラ

カ
キ
ツ
ハ
タ

モ
ト
ハ
ナ

ツ
ホ
ミ

ハ
ナ
サ
ク

ウ
ツ
セ
ミ

キ
ミ

ミ
ヲ

カ
へ

ヲ

モ

ト

よ
か
な
る
に
准
ふ
。
杜
若
は
本
花
は
し
ぼ
み
て
、
莟
の
か
わ
り
ニ

花
咲
を
、
空
蝉
の
君
の
身
を
替
給
ふ
ニ

た
と
ふ
。
ウ
メ梅
も
ど
き
、
万
年
青
は

ミ
ナ

ミ

ミ

ヨ
ミ

イ
ク

皆
、
実
と
身
と
訓
か
よ
ふ
よ
り
活
る
也
。

ク
ア
ン
イ
ハ
ク

ク
ル
マ

ウ
ツ
ハ

ク
サ
ノ
ナ

ミ
ナ

ヲ
キ

イ
ク

ハ
ク
ク
ハ

イ
ク

ミ
ツ

ウ
ツ
セ
ミ

ノ
キ

ヲ
キ

ゴ

カ
コ
ム

愚
按
ニ

曰
、
車
の
器
、
草
名
、
皆
よ
せ
あ
り
。
荻
を
活
る
も
よ
し
。
白
花
を
活
る
も
水
を
黒
と
み
て
、
空
蝉
と
軒
ば
の
荻
と
碁
を
囲

ト
コ
ロ

マ
キ

ミ
ナ

ナ
ツ

ヒ
ロ
ク
チ

所
と
す
。
コ
ノ此
巻
は
皆
、
夏
の
事
也
。
ニ
ハ庭
の
や
り
水
な
ど
あ
れ
ば
広
口
よ
し
。

三

空
蝉

ゆ
け
い
の
め
う
ふ
。
牡
丹
、
杜
若
、
梅
も
と
き
、
万
年
青
。

【
訳
】
空
蝉
（
の
巻
の
内
容
）
と
は
、
伊
予
介
の
家
の
遣
水
が
風
流
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
家
へ
光
源
氏
が
本
意
で
は
な
い
も
の
の
、

小
君
の
車
に
乗
っ
て
、
お
忍
び
で
行
か
れ
た
と
こ
ろ
、
空
蝉
は
軒
端
の
荻
と
い
っ
た
妹
と
碁
を
打
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
夜
が
更
け

て
、（
光
源
氏
が
）
空
蝉
の
い
る
所
に
行
か
れ
た
と
こ
ろ
、（
空
蝉
は
）
軒
端
の
荻
を
身
代
わ
り
に
、
御
衣
だ
け
を
蝉
の
抜
け
殻
の
よ
う
に

残
し
て
置
か
れ
た
の
を
、（
光
源
氏
は
）
手
に
取
っ
て
お
帰
り
に
な
る
。
そ
の
翌
朝
、
お
手
紙
が
あ
る
。
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蝉
が
身
代
わ
り
に
抜
け
殻
を
残
し
て
去
っ
て
い
っ
た
後
の
木
の
下
で
、
や
は
り
あ
な
た
の
人
柄
が
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
な
あ
。

師
伝
に
よ
る
と
、（
花
を
）
中
心
の
木
に
添
え
て
、
裏
の
方
へ
少
し
遠
く
離
し
て
指
す
の
が
よ
い
。
花
の
根
元
は
（
中
心
の
木
と
）
離
さ

な
い
よ
う
に
挿
す
の
が
よ
い
。
こ
れ
は
源
氏
が
隠
れ
て
人
目
を
忍
ば
れ
る
お
姿
で
あ
る
。
ま
た
、
牡
丹
、
杜
若
、
梅
も
ど
き
、
万
年
青
な

ど
（
を
活
け
る
の
）
は
、「
身
を
か
へ
て
け
る
」
と
い
う
和
歌
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
牡
丹
は
、
軒
端
の
荻
が
ふ
っ
く
ら
し
て
い

る
様
子
に
な
ぞ
ら
え
る
。
杜
若
は
元
の
花
は
し
ぼ
ん
で
、
つ
ぼ
み
が
代
わ
り
に
咲
く
の
を
、
空
蝉
の
君
が
（
軒
端
の
荻
を
）
身
代
わ
り
に

さ
れ
る
の
に
例
え
る
。
梅
も
ど
き
、
万
年
青
は
す
べ
て
「
実
」
と
「
身
」
の
訓
読
み
が
同
じ
だ
か
ら
活
け
る
の
で
あ
る
。

愚
案
に
よ
る
と
、
車
の
器
、
草
の
名
前
は
す
べ
て
、
ゆ
か
り
が
あ
る
。
荻
を
活
け
る
の
も
よ
い
。
白
花
を
活
け
る
の
も
、
水
を
黒
（
の

碁
石
）
に
見
立
て
て
、
空
蝉
と
軒
端
の
荻
が
碁
を
囲
ん
で
い
る
所
と
す
る
。
こ
の
巻
は
す
べ
て
、
夏
の
出
来
事
で
あ
る
。（
物
語
中
に
）

庭
の
遣
水
な
ど
が
あ
る
の
で
、
口
が
広
い
花
活
け
も
よ
い
。

【
注
】
１
「
い
よ
の
す
け
か
女
を
御
ら
ん
し
て
、
あ
か
す
わ
す
れ
ぬ
こ
と
に
お
ほ
し
め
し
て
、
か
の
家
の
や
り
み
つ
、
お
も
し
ろ
し
と
て
、

に
は
か
に
又
、
か
れ
か
も
と
へ
お
は
し
ま
す
」（『
小
鏡
』）
た
だ
し
物
語
で
は
、
光
源
氏
が
空
蝉
を
訪
ね
る
の
は
伊
予
介
で
は
な
く
、
そ

の
息
子
の
紀
伊
守
の
邸
宅
で
あ
る
。

２
「
光
る
君
、
心
な
ら
す
小
君
の
車
に
め
し
て
、
御
し
の
ひ
た
ま
ひ
け
る
に
」（『
龍
野
』）。
光
源

氏
は
通
常
で
あ
れ
ば
身
分
の
低
い
小
君
の
車
に
乗
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
そ
の
葛
藤
を
示
す
の
が
「
心
な
ら
ず
」
で
あ
る
。
物
語

で
は
光
源
氏
は
空
蝉
と
会
っ
た
後
、
庭
の
遣
水
を
口
実
に
再
び
訪
れ
る
が
、
空
蝉
は
隠
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
後
日
、
小
君
の
車
に
乗

り
、
人
目
を
忍
ん
で
尋
ね
た
。

３
「
空
蝉
は
、
軒
端
の
荻
と
い
ゝ
し
妹
と
素
碁
、
打
居
候
ひ
し
か
」（『
龍
野
』）
物
語
で
は
軒
端
の
荻

は
、
空
蝉
の
継
娘
で
あ
る
。

４
「
せ
み
の
も
ぬ
け
の
こ
と
く
、
き
ぬ
は
か
り
残
し
た
り
」（『
小
鏡
』）
５
「
と
り
て
か
へ
り
給
ふ
」

（『
小
鏡
』）
６
「
そ
の
あ
し
た
の
御
ふ
み
あ
り
」（『
小
鏡
』）
７
巻
名
歌
。
当
歌
は
衣
一
枚
を
残
し
て
逃
げ
去
っ
た
空
蝉
へ
、
光
源
氏
が

『
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（
幹
カ
）

自
分
の
思
い
を
託
し
た
も
の
。

８
「
身
木
に
す
ね
し
木
も
の
を
し
て
、
色
よ
き
花
を
う
ら
の
方
へ
さ
し
て
見
へ
、
少
し
遠
く
は
な
し
て

指
へ
し
」（『
龍
野
』）
９
「
尤
、
根
元
は
縁
の
切
れ
ぬ
様
ニ
さ
す
へ
し
」（『
龍
野
』）

「
此
心
は
、
か
く
れ
忍
ふ
の
心
な
り
」（『
龍

野
』）
中
心
の
木
は
光
源
氏
、
そ
の
裏
に
挿
す
花
は
空
蝉
に
見
立
て
る
。
花
の
根
本
は
木
と
接
し
て
い
る
が
、
花
弁
は
木
と
離
れ
て
い
る

の
は
、
二
人
の
仲
を
暗
示
す
る
。

梅
も
ど
き
も
万
年
青
も
、
晩
秋
に
赤
く
て
小
さ
い
実
が
集
ま
っ
て
つ
く
。

「
こ
れ
ら
は
、
み

（
靫
負
）

（
命
婦
）

な
夏
の
事
な
り
」（『
小
鏡
』）

「
広
口
」
は
口
の
広
い
花
活
け
の
こ
と
。
現
在
で
は
水
盤
と
も
言
う
。

「
ゆ
け
い
の
め
う
ふ
」

（『
龍
野
』）。「
靫
負
の
命
婦
」
と
は
父
か
兄
、
ま
た
は
夫
が
靫
負
司
の
官
人
で
あ
る
女
官
の
こ
と
。『
源
氏
物
語
』
で
は
桐
壺
の
巻
で
帝
の

使
者
を
務
め
る
が
、
空
蝉
の
巻
で
は
現
わ
れ
な
い
。
以
下
の
巻
々
で
も
、
そ
の
巻
に
登
場
し
な
い
人
の
名
が
記
さ
れ
、
す
べ
て
『
龍
野
』

『
六
帖
』
と
共
通
す
る
。

（
嶋
中
佳
輝
）

ユ
ウ
カ
ホ

四

夕
顔

シ
ヤ
ウ

ト
コ
ロ

カ
タ
へ
オ
ン
カ
ヨ

ミ
チ

２

サ
キ

コ
ラ
ン

ク
ル
マ

ナ
ニ

１ロク六
条
の
み
や
す
ん
所
の
方
江
御
通
ひ
給
ひ
し
道
に
て
、
ゆ
ふ
か
ほ
の
咲
て
あ
る
を
御
覧
し
て
、

３オン御
車
を
た
て
さ
せ
給
ひ
て
、「

４コレ是
は
何
の

ハ
ナ

タ
ツ
ネ

５

ア
フ
キ

ウ
タ

ソ
ヘ

マ
イ

６

ア
サ

オ
ン
チ
キ
リ

セ
イ
テ
ン

花
ぞ
」
と
尋
さ
せ
給
ふ
に
、
ふ
せ
や
よ
り
女
の
し
ろ
き
扇
に
歌
を
か
き
て
添
て
参
ら
せ
、
そ
れ
よ
り
浅
か
ら
す
御
契
あ
り
し
。

７チヤ
ウ長
生
殿

エ
ダ

ヨ

の
は
ね
を
か
は
し
、
枝
を
な
ら
べ
し
、
み
ろ
く
の
世
を
ね
か
ひ
給
ひ
し
に
や
。

８

タ
ソ
カ
レ

よ
り
て
こ
そ
そ
れ
か
と
も
み
め
黄
昏
に
ほ
の
�
�
み
ゆ
る
花
の
ゆ
ふ
か
ほ

ユ
フ
カ
ホ

夕
顔

コ
テ
ン
ニ
イ
ハ
ク

ト
キ

チ
ン
ク
ハ

キ

ウ
シ
ロ

ユ
フ
カ
ホ

ナ
ソ
ラ

ヒ
ル

フ
リ

タ
ク
ヒ

シ
ロ
キ
ハ
ナ

モ
ツ
ト
モ

ツ
ル

御
伝
曰
、

９コレ是
ハ
時
の
珍
花
を
、
み
木
と
し
て
、
後
よ
り
夕
貌
に
准
へ
て
、
昼
か
ほ
か
、
又
は
瓜
の
類
、
白
花
、
尤
よ
し
。
す
へ
て
蔓

ル
イ

シ
ロ
キ
ハ
ナ

マ
キ

イ

ヒ
ア
フ
キ

イ
ク

シ
ロ

ア
フ
キ

ウ
タ

カ
キ

コ
コ
ロ
ウ

類
、
白
花
な
れ
は
、
巻
の
意
に
か
な
ふ
也
。
檜
扇
を
活
る
事
、「
白
き
扇
に
歌
を
書
て
」
と
い
ふ
に
よ
せ
あ
り
、
と
心
得
へ
し
。
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ク
ア
ン

ク
ル
マ
ノ

フ
キ

コ
レ
ラ

ハ
ナ

カ
ナ
ラ
ス

ユ
フ
カ
ホ

マ
キ

ハ
ナ
ナ
リ

愚
按
、
ヲ小
車
花
、
又
、
ヒ
ア射
干
、
是
等
の
花
は
必
、
夕
顔
の
巻
に
な
く
て
は
、
え
あ
ら
ぬ
花
也
。
又
、
み
た
け
ぞ
う
し
に
、
み
ろ
く
し

キ
ヽ

チ
ヤ
ウ
セ
イ
デ
ン

ハ
ネ

エ
タ

チ
キ
リ

ヨ

コ
シ
ウ
ロ
ク
オ
ク
シ
チ
セ
ン

そ
ん
と
お
が
む
を
聞
て
、
長
生
殿
の
羽
を
か
は
し
、
枝
を
な
ら
ぶ
る
契
も
ひ
き
か
へ
て
、
み
ろ
く
の
世
を
ね
が
ひ
て
五
十
六
億
七
千

マ
ン
サ
イ

万
歳
と
お
ぼ
し
め
し
け
る
に
や
。

う
ば
そ
く
か
を
こ
な
ふ
道
を
し
る
べ
に
て
こ
ん
よ
も
ふ
か
き
ち
ぎ
り
た
が
ふ
な

コ
ノ
ウ
タ
ニ

ア
イ
オ
イ
ノ
マ
ツ
ヲ
イ
ク

マ
タ

チ
ヤ
ウ
セ
イ
サ
ウ

モ

ト

イ
ク

ロ
ウ
モ
ン
ノ
マ
ヘ
ニ
ハ
シ
ツ
ケ
ツ
オ
ソ
シ

チ
ヤ
ウ
セ
イ
デ
ン
ウ
チ
ニ
ハ
シ
ン
シ
ウ

此
歌
て
相
生
松
生
る
こ
と
、
よ
せ
あ
り
。
又
、
長
生
草
、
オ万
年
青
な
と
生
る
は
、「
フ不
老
門
前

日
月
遅
。
長
生
殿
裏

春
秋

ト
メ
リ

イ
フ
ク

マ
タ

ス
イ
サ
ウ

マ
タ

ケ
イ
ト
ウ

ア
ヤ
メ

冨
」
と
云
句
に
よ
り
た
る
也
。
又
、
水
草
水
草
に
う
も
る
ゝ

池
と
云
詞
あ
り

。
又
、
鶏
頭
と
り
の
か
ら

声
と
云
詞

。
菖
蒲
御
太
刀
を
ぬ
き
て
と
云

詞
あ
や
め
太
刀
ニ
准
ふ
。
カ
ウ
ク
ハ

紅
花

ヘ
ニ
ノ
ハ
ナ
く
れ
な
ゐ
の
御
そ
の
ま
ゝ
き
た
り

し
お
も
か
け
い
か
な
ら
ん
と
云
詞
。

イ
シ
ヤ
ウ
ミ
ナ

ユ
ウ
カ
ホ
ノ
マ
キ
ノ
ウ
チ

ケ
イ
フ
ツ
ナ
リ

以
上
皆
、
夕
貌
巻
中
の
景
物
也
。

四

夕
顔

藤
壺
の
君
。
時
の
珍
花
、
夕
貌
、
昼

、
瓜
の
類
。

【
訳
】（
光
源
氏
が
）
六
条
の
御
息
所
の
方
へ
お
通
い
な
さ
っ
た
道
で
、
夕
顔
が
咲
い
て
い
る
の
を
御
覧
に
な
っ
て
、
御
車
を
お
止
め
な
さ

っ
て
、「
こ
れ
は
何
の
花
だ
」
と
お
尋
ね
に
な
る
と
、
粗
末
な
家
か
ら
女
が
白
い
扇
に
和
歌
を
書
い
て
（
花
に
）
添
え
て
差
し
上
げ
、
そ

れ
以
来
（
夕
顔
と
の
）
浅
く
は
な
い
逢
瀬
が
あ
っ
た
。
長
生
殿
で
羽
根
を
か
わ
し
、
枝
を
な
ら
べ
（
た
誓
い
は
不
吉
な
の
で
）、
弥
勒
の

世
（
ほ
ど
の
遠
い
未
来
）
を
（
光
源
氏
は
）
お
願
い
な
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
近
く
に
寄
っ
て
、
は
っ
き
り
と
お
目
に
か
か
ろ
う
と
思
う
。
夕
暮
れ
時
に
ぼ
ん
や
り
と
見
た
花
の
夕
顔
（
の
よ
う
な
あ
な

た
）
を
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
、
そ
の
時
の
珍
し
い
花
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
後
ろ
か
ら
夕
顔
に
な
ぞ
ら
え
て
、
昼
顔
か
、
ま
た
は
瓜
の
類
で

白
い
花
（
を
活
け
る
の
）
が
最
も
よ
い
。
す
べ
て
蔓
類
の
白
い
花
で
あ
れ
ば
、
こ
の
巻
の
趣
旨
に
叶
う
の
で
あ
る
。
檜
扇
を
活
け
る
こ
と

は
、「
白
い
扇
に
和
歌
を
書
い
て
（
光
源
氏
に
差
し
上
げ
た
）」
と
い
う
こ
と
に
言
わ
れ
が
あ
る
、
と
心
得
な
さ
い
。
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愚
案
に
よ
る
と
、
小
車
の
花
、
ま
た
は
射
干
な
ど
の
花
は
必
ず
、
夕
顔
の
巻
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
花
で
あ
る
。
ま
た
、
御
岳
精
進

（
の
た
め
）
に
「
弥
勒
慈
尊
」
と
拝
む
の
を
（
光
源
氏
は
）
聞
い
て
、「
長
生
殿
の
羽
を
交
わ
し
て
、
枝
を
並
べ
る
」
と
い
う
誓
い
は
止

め
て
代
わ
り
に
、
弥
勒
の
世
を
願
っ
て
五
十
六
億
七
千
万
年
（
の
遠
い
未
来
を
約
束
し
よ
う
）
と
お
思
い
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

う

ば
そ
く

優
婆
塞
が
お
勤
め
を
し
て
い
る
仏
の
道
に
導
か
れ
て
、
来
世
ま
で
の
深
い
約
束
に
背
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
歌
に
よ
り
、
相
生
の
松
を
活
け
る
こ
と
に
は
言
わ
れ
が
あ
る
。
ま
た
長
生
草
、
万
年
青
な
ど
を
活
け
る
の
は
、「
不
老
門
の
あ
た
り

で
は
、
時
は
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
（
天
子
は
老
い
ず
）、
長
生
殿
の
中
で
は
（
前
途
あ
る
君
主
は
）
若
い
」
と
い
う
句
に
よ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
水
草
に
は
、「
水
草
に
埋
も
れ
る
池
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
ま
た
鶏
頭
は
、「
鳥
の
し
わ
が
れ
た
鳴
き
声
」
と
い
う
言
葉
（
に
よ

る
）。
菖
蒲
は
、「
御
太
刀
を
抜
い
て
」
と
い
う
言
葉
（
に
よ
り
）、
菖
蒲
は
太
刀
に
な
ぞ
ら
え
る
。
紅
花
は
、「
紅
の
お
召
し
物
を
そ
の
ま

ま
着
て
い
た
面
影
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
言
葉
（
に
よ
っ
て
活
け
る
）。
以
上
は
み
な
、
夕
顔
の
巻
の
中
の
風
物
で
あ
る
。

【
注
】
１
「
六
条
の
み
や
す
所
の
方
へ
御
通
ひ
の
道
に
」（『
龍
野
』）
２
「
夕
顔
の
咲
乱
し
を
御
覧
に
て
」（『
龍
野
』）
夕
顔
は
夏
の
夕

方
、
朝
顔
に
似
た
白
い
花
が
咲
い
て
翌
朝
し
ぼ
む
。

３
「
御
車
を
た
て
ゝ
」（『
小
鏡
』）「
御
車
と
ゞ
め
さ
せ
た
ま
ひ
候
へ
は
」（『
龍

野
』）
４
「
な
に
の
花
そ
と
尋
さ
せ
給
ふ
に
」（『
小
鏡
』）
５
「
ふ
せ
や
よ
り
、
女
の
、
白
き
扇
に
歌
を
書
て
、
花
を
そ
へ
ま
い
ら
せ
候

よ
り
」（『
龍
野
』）
６
「
あ
さ
か
ら
す
御
契
あ
り
し
」（『
龍
野
』）
７
注

を
参
照
。

８
巻
名
歌
。
扇
に
書
き
添
え
ら
れ
た
贈
歌
「
心

あ
て
に
そ
れ
か
と
ぞ
見
る
白
露
の
光
そ
へ
た
る
夕
顔
の
花
」（
当
て
推
量
に
あ
の
お
方
か
し
ら
と
見
当
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。
白
露
の
美

し
さ
で
、
こ
ち
ら
の
夕
顔
の
花
も
い
っ
そ
う
美
し
く
な
り
ま
す
）
へ
の
返
歌
。

９
「
時
節
の
珍
花
を
身
木
に
し
て
、
後
よ
り
ま
へ
ゝ
、

夕
か
ほ
か
瓜
の
類
、
尤
白
き
花
、
よ
し
」（『
龍
野
』）
珍
し
い
花
は
光
源
氏
を
か
た
ど
る
。

小
車
は
、
１
桐
壺
の
巻
の
注

を
参
照
。

（
檜
扇
）

や
か
ん

「
非
扇
を
応
答
へ
し
」（『
龍
野
』）
射
干
は
檜
扇
の
漢
名
。
そ
の
実
は
黒
く
て
丸
く
、「
ぬ
ば
た
ま
」
と
呼
ぶ
。

「
み
た
け
さ
う
し
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（

弥

勒

慈

尊

）

（
長
生
）

（
え
た
カ
）

に
、
み
ろ
く
し
そ
ん
と
お
か
む
を
、
き
か
せ
給
ひ
て
、
ち
や
う
せ
い
殿
の
は
ね
を
か
は
し
、
え
ゝ
を
な
ら
へ
し
ち
き
り
も
ひ
き
か
へ
て
、

み
ろ
く
の
世
を
ね
か
ひ
て
、
五
十
六
を
く
七
千
万
歳
と
お
ほ
し
め
し
け
る
に
や
」（『
小
鏡
』）
白
楽
天
「
長
恨
歌
」
の
一
節
、「
七
月
七
日

な

な

長
生
殿
、
夜
半
人
無
く
私
語
の
時
、
天
に
在
り
て
は
願
は
く
は
比
翼
の
鳥
と
作
り
、
地
に
在
り
て
は
願
は
く
は
連
理
の
枝
と
為
ら
む
と
」

（
七
月
七
日
の
こ
と
、
長
生
殿
で
夜
も
更
け
て
侍
臣
も
傍
ら
に
な
く
、
た
だ
二
人
ひ
そ
や
か
に
語
っ
た
と
き
、「
二
人
は
天
上
に
生
ま
れ
る

な
ら
、
比
翼
の
鳥
と
な
ろ
う
。
地
上
に
生
ま
れ
て
は
、
連
理
の
枝
と
な
ろ
う
」
と
誓
い
合
っ
た
。）
を
踏
ま
え
る
。
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃

は
七
夕
の
夜
、
長
生
殿
で
永
遠
の
愛
を
誓
い
合
っ
た
が
、
安
禄
山
の
乱
が
起
こ
り
、
楊
貴
妃
は
馬
嵬
駅
で
殺
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
誓
い
は

と
そ
つ
て
ん

不
吉
と
す
る
。
ま
た
弥
勒
は
、
仏
よ
り
先
に
入
滅
し
て
兜
率
天
の
内
院
に
生
ま
れ
、
五
十
六
億
七
千
万
年
を
経
て
か
ら
人
間
に
生
ま
れ
、

み
た
け
さ
う
じ

衆
生
を
教
化
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
。「
御
岳
精
進
」
は
御
岳
（
吉
野
の
金
峯
山
）
に
参
籠
す
る
前
に
、
千
日
間
の
精
進
潔
斎
を
す
る
こ
と
。

う

ば
そ
く

「
優
婆
塞
」
は
在
俗
の
ま
ま
仏
門
に
帰
依
す
る
男
子
。
こ
こ
で
は
御
岳
精
進
を
す
る
男
。
そ
の
男
の
お
勤
め
を
し
て
い
る
声
を
聞
い
た

光
源
氏
が
、
夕
顔
と
の
契
り
は
来
世
ま
で
永
遠
に
結
ば
れ
る
と
詠
ん
だ
歌
。

長
生
草
は
長
生
蘭
の
総
称
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四

年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
長
生
草
』
に
は
、
種
々
の
品
種
が
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

万
年
青
は
、
３
空
蝉
の
巻
の
注

を
参

照
。

こ
の
漢
詩
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
下
、
祝
、
七
七
三
番
に
収
め
る
。
不
老
門
は
洛
陽
に
あ
っ
た
、
漢
代
の
宮
門
の
名
。
長
生
殿
は

唐
代
の
離
宮
に
あ
る
宮
殿
の
名
で
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
が
よ
く
訪
れ
た
（
注

参
照
）。「
春
秋
に
富
む
」
は
年
が
若
く
、
こ
れ
か
ら
先

の
人
生
が
長
い
こ
と
を
い
う
。

「
水
く
さ
に
む
も
る
ゝ
池
」（『
小
鏡
』）
光
源
氏
が
夕
顔
を
連
れ
出
し
た
廃
院
の
池
。
物
語
に
は

み
く
さ

う
づ

「
池
も
水
草
に
埋
も
れ
」
と
あ
る
。
水
草
を
活
け
る
の
は
、
そ
の
様
を
表
わ
す
。

「
と
り
の
か
ら
こ
ゑ
」（『
小
鏡
』）
鶏
頭
を
活
け
る

の
は
、
そ
の
漢
字
表
記
に
よ
る
。
た
だ
し
物
語
で
は
、
夜
中
に
夕
顔
が
物
の
怪
に
取
り
つ
か
れ
て
亡
く
な
っ
た
あ
と
、「
鳥
の
か
ら
声
」

が
聞
こ
え
、
光
源
氏
は
梟
の
声
か
と
思
っ
た
と
あ
り
、
鶏
で
は
な
い
。

「
御
太
刀
を
ぬ
き
て
持
給
ふ
」（『
小
鏡
』）
夕
顔
と
共
寝
し

『
源
氏
流
極
秘
奥
儀
抄
』
注
釈
（
一
）
１
桐
壺
〜

花
散
里

― １４８ ―



た
宵
に
、
枕
元
に
女
の
霊
が
現
わ
れ
、
は
っ
と
目
覚
め
た
光
源
氏
が
太
刀
を
引
き
抜
く
場
面
。
太
刀
は
魔
物
を
追
い
払
う
力
が
あ
る
、
と

信
じ
ら
れ
て
い
た
。
菖
蒲
は
葉
が
剣
の
形
に
似
て
い
て
、
端
午
の
節
句
に
飾
る
太
刀
を
「
菖
蒲
太
刀
」
と
い
う
。

「
わ
か
く
れ
な
ゐ

（
衣
）

（
着
）

く
れ
な
い

の
御
そ
の
ま
ゝ
き
た
り
し
面
影
」（『
小
鏡
』）
夕
顔
の
亡
骸
に
光
源
氏
は
自
分
の
紅
の
衣
を
着
せ
か
け
、
そ
の
ま
ま
寺
に
運
ん
だ
。

（
溝
口
利
奈
）

ワ
カ
ム
ラ
サ
キ

五

若
紫

マ
キ

ワ
カ
ム
ラ
サ
キ

ウ
ヘ

フ
チ

キ
サ
キ

３

ト
キ

ケ
サ
ウ

タ
マ

４

１コノ此
巻
、
若
紫
と
い
ふ
事
。

２ムラ
サ
キ紫
の
上
は
藤
つ
ほ
の
后
の
御
め
い
な
り
。
お
さ
な
か
り
し
時
よ
り
、
懸
想
し
給
ひ
し
也
。
あ
ま
り
お
も
し

コ
ノ
マ
キ

シ
キ
ブ

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

コ
ト
ナ
リ

ヤ
マ

ソ
ウ
ヅ

ヨ
コ
リ
ノ

ヤ
ミ

マ
シ
ナ
イ

ろ
く
、
此
巻
つ
く
り
た
り
と
て
、
式
部
を
紫
式
部
と
な
つ
け
給
ひ
し
ほ
ど
の
事
也
。

５キタ北
山
の
僧
都
の
も
と
へ
、
わ
ら
は
病
、
呪
の
事
た

マ
イ
リ

６

キ
ミ

モ
ト

ウ
ヘ

ス
ヽ
メ

コ

ワ
ラ
ベ

の
み
に
参
給
ひ
し
時
、
う
ば
君
の
方
に
て
見
そ
め
給
ひ
、

７ムラ
サ
キ紫
の
上
の
か
ひ
給
ひ
し
雀
の
子
を
、
い
ぬ
き
と
い
ひ
し
童
が
に
が
し
た
る

コ
ト

を
、
む
つ
が
り
給
ひ
し
事
な
と
あ
り
。

８手
に
つ
み
て
い
つ
し
か
も
み
ん
紫
の
ね
に
か
よ
ひ
け
る
野
へ
の
若
草

ワ
カ
ム
ラ
サ
キ

若
紫

コ
テ
ン
ニ
イ
ハ
ク

タ
ケ

イ
ケ

タ
ン

ハ
ク

キ

ハ
ナ

イ
ケ

シ
タ

ム
ラ
サ
キ

ハ
ナ

イ
ク

ナ
ラ
ヒ

御
伝
曰
、

９タテ立
の
び
た
る
竹
を
生
、
チ
ウ中
段
に
白
か
黄
の
花
を
活
、
ソ
ノ其
下
に
紫
の
花
を
活
へ
し
。
コ
レ是
は
少
し
う
つ
む
く
や
う
ニ

さ
す
事
、
習

サ
サ

ト
リ

ス
ヽ
メ

ナ
ソ
ラ

ダ
ン

ハ
ナ

キ
タ
ヤ
マ

コ
ロ
モ

イ
ロ

ワ
カ
ム
ラ
サ
キ
ス
ヽ
メ

あ
り
。
カ
ミ上
の
笹
は
、
い
ぬ
き
か
取
に
が
し
た
る
雀
に
准
ふ
。
チ
ウ中
段
の
花
は
北
山
の
ひ
じ
り
の
衣
の
色
に
た
と
ふ
。
シ
タ下
は
若
紫
の
雀
を
を

コ
ヽ
ロ
ウ

し
み
て
、
む
つ
が
り
給
ふ
に
か
た
ど
る
也
と
心
得
へ
し
。

ク
ア
ン
ニ
イ
ハ
ク

イ
ク

ム
ラ
サ
キ

フ
チ
ツ
ホ

マ
タ

マ
ツ

マ
タ

イ
ト
サ
ク
ラ

愚
按
曰
、
フ
ヂ藤
を
活
る
も
よ
し
。
ワ
カ若
紫
は
藤
壺
の
御
め
い
ニ

あ
た
れ
ば
也
。
又
、
松
松
の
と
ぼ
そ
と
い

ふ
詞
に
よ
り
て

。
又
、
イ
ト
ヤ
ナ
キ柳
、
糸
桜
瀧
の
音
と
い
ふ
詞

に
よ
り
て
瀧
と

フ
チ

サ
ク
ラ

ト
モ
ニ
イ
ク
ル

ク
ハ

カ
ズ
�
�
イ
ク
ル

みる
。
又
、
藤
、
桜
、
共
活
藤
さ
く
ら
に
つ
く

る
つ
ぼ
と
い
ふ
詞
。
又
、
サ
ウ艸
草
、
数
品
活
草
ム
シ
ロ
ト

云
詞
あ
り

。
以
上
、
若
紫
巻
中
の
景
物
也
。

五

若
紫
（
恋
）。
竹
、
白
黄
ノ

花

紫
ノ

花
（
藤
）。
朱
雀
院
。
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め
い
ご
さ
ま

【
訳
】
こ
の
巻
を
若
紫
と
い
う
こ
と
。
紫
の
上
は
藤
壺
の
后
の
姪
御
様
で
あ
る
。（
光
源
氏
は
）
幼
少
の
と
き
か
ら
、（
藤
壺
を
）
恋
慕
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
面
白
く
こ
の
巻
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、（
作
者
の
）
式
部
を
紫
式
部
と
お
名
付
け
に
な
っ
た
ほ
ど
の

お
こ
り

こ
と
で
あ
る
。
北
山
の
僧
都
の
も
と
へ
、（
光
源
氏
が
）
瘧
の
加
持
祈
祷
の
こ
と
を
頼
み
に
参
ら
れ
た
と
き
、（
紫
の
上
を
そ
の
）
祖
母
君

い
ぬ
き

の
と
こ
ろ
で
お
見
初
め
に
な
り
、
紫
の
上
が
飼
わ
れ
て
い
た
雀
の
子
を
、
犬
君
と
い
っ
た
（
召
使
の
）
童
が
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

（
紫
の
上
が
）
機
嫌
を
悪
く
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
（
書
か
れ
て
）
あ
る
。

手
に
摘
ん
で
早
く
見
た
い
も
の
だ
。
紫
草
の
根
に
通
じ
た
野
辺
の
若
草
を
。

師
伝
に
よ
る
と
、
立
ち
伸
び
た
竹
を
活
け
、
中
段
に
白
色
か
黄
色
の
花
を
活
け
、
そ
の
下
に
紫
色
の
花
を
活
け
る
が
よ
い
。
こ
れ
（
紫
色

の
花
）
は
、
少
し
俯
く
よ
う
に
挿
す
こ
と
の
決
ま
り
が
あ
る
。
上
段
の
笹
は
、
犬
君
が
取
り
逃
が
し
た
雀
に
擬
す
。
中
段
の
花
は
、
北
山

の
聖
の
衣
の
色
に
た
と
え
る
。
下
段
は
、
若
紫
（
紫
の
上
）
が
雀
を
惜
し
ん
で
機
嫌
を
悪
く
さ
れ
る
こ
と
に
似
せ
る
の
で
あ
る
、
と
心
得

る
が
よ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
藤
を
活
け
る
の
も
よ
い
。
若
紫
は
藤
壺
の
姪
御
様
に
あ
た
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
松
は
「
松
の
と
ぼ
そ
」
と
い
う

言
葉
に
よ
っ
て
（
活
け
る
）。
ま
た
、
糸
柳
や
糸
桜
は
「
瀧
の
音
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
瀧
に
見
立
て
る
。
ま
た
、
藤
も
桜
も
一

く
さ
む
し
ろ

緒
に
活
け
る
の
は
、「
藤
と
桜
を
付
け
た
壺
」
と
い
う
言
葉
（
に
よ
る
）。
ま
た
、
草
花
を
種
々
に
活
け
る
の
は
、「
草
筵
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
（
こ
と
に
よ
る
）。
以
上
が
、
若
紫
の
巻
中
に
あ
る
風
物
で
あ
る
。

（

先

帝

）

ひ
や
う
ふ
き
や
う

【
注
】
１
「
こ
の
巻
わ
か
む
ら
さ
き
と
い
ふ
事
」（『
小
鏡
』）
２
「
此
む
ら
さ
き
の
う
へ
は
、
せ
ん
て
ひ
の
御
こ
の
兵
部
卿
の
み
や
の
御

（
ふ
ち
）

ふ
ち

み
や

む
す
め
、
藤
つ
ほ
の
き
さ
き
に
は
御
め
い
な
り
」（『
小
鏡
』）
３
「
ま
ゝ
は
ゝ
の
藤
つ
ほ
の
宮
を
、
お
さ
な
く
よ
り
心
に
か
け
て
」（『
小

ま
き

鏡
』）
亡
き
桐
壺
更
衣
に
生
き
写
し
の
藤
壺
が
入
内
す
る
と
、
光
源
氏
は
亡
母
の
面
影
を
求
め
て
恋
い
慕
う
。

４
「
こ
と
さ
ら
此
巻
、
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つ
く

し
き
ふ

き
み

お
も
し
ろ
く
作
り
た
り
と
て
こ
そ
、
式
部
の
君
は
、
む
ら
さ
き
し
き
ふ
と
は
付
さ
せ
給
へ
り
」（『
小
鏡
』）
５
こ
の
本
文
で
は
、
瘧
を
直

お

こ

り

の

事

す
加
持
祈
祷
を
受
け
る
た
め
に「
北
山
の
僧
都
」（
紫
の
上
の
祖
母
の
兄
）を
訪
ね
た
と
解
釈
で
き
る
。
け
れ
ど
も『
小
鏡
』に
、「
わ
ら
は
や
み

き
た

（

聖

）

き
や
う

き
た

を
し
て
、
北
山
に
た
う
と
き
ひ
し
り
有
と
て
、
め
し
け
れ
と
も
、
京
へ
は
出
ぬ
事
に
て
参
ら
す
。
さ
ら
は
と
て
北
山
へ
お
は
し
ま
す
」
と

あ
る
通
り
、『
源
氏
物
語
』
で
は
聖
（
大
徳
）
を
訪
ね
る
。
光
源
氏
が
北
山
へ
赴
い
た
の
は
、
聖
は
年
老
い
て
外
出
で
き
な
い
た
め
。
な

き
み

い
の

お
、
聖
の
庵
の
近
く
に
、
北
山
の
僧
都
も
住
ん
で
い
た
。

６
「
こ
の
う
は
君
、
心
な
や
み
給
ふ
程
に
、
祈
り
な
と
せ
ん
と
て
、
こ
の
山

ひ
め

に
お
は
し
ま
し
け
る
に
、
姫
き
み
を
も
、
つ
れ
て
お
は
し
ま
し
た
る
を
、
の
そ
き
て
御
覧
し
は
し
め
さ
せ
給
ふ
」（『
小
鏡
』）「
う
ば
君
」

は
紫
の
上
の
祖
母
で
、
僧
都
の
妹
。
夫
を
亡
く
し
て
か
ら
尼
に
な
っ
た
も
の
の
病
み
わ
ず
ら
い
、
快
方
に
向
か
う
ま
で
僧
都
の
も
と
で
紫

こ

の
上
を
育
て
る
。
紫
の
上
の
母
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

７
「
む
ら
さ
き
の
う
へ
、
す
ゝ
め
の
子
を
か
ひ
給
ひ
し
を
、
い
ぬ
き
と

い
ひ
し
わ
ら
は
、
に
か
し
た
り
し
を
、
む
ら
さ
き
の
上
、
い
た
く
お
し
み
て
、
な
き
給
ひ
し
御
す
か
た
の
」（『
小
鏡
』）
犬
君
は
召
使
の

女
童
の
名
前
。

８
巻
名
歌
。
藤
壺
の
姪
で
あ
る
紫
の
上
を
手
元
に
引
き
取
り
た
い
と
い
う
、
光
源
氏
の
和
歌
。「
紫
」
は
紫
草
で
、
夏

に
白
色
の
小
花
を
つ
け
、
根
は
紫
色
の
重
要
な
染
料
と
な
る
。
こ
の
色
の
連
想
か
ら
花
が
紫
色
の
藤
、
す
な
わ
ち
藤
壺
を
暗
示
す
る
。

ひ
と
も
と

「
根
に
通
ひ
け
る
」
は
血
縁
関
係
を
表
わ
し
、「
若
草
」
は
紫
の
上
を
指
す
。「
紫
の
一
本
ゆ
ゑ
に
武
蔵
野
の
草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
ぞ

（
立
ち
伸
び
カ
）

見
る
」（
古
今
和
歌
集
・
雑
上
・
八
六
七
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
を
念
頭
に
置
く
。

９
「
た
ち
の
ひ
た
る
物
を
一
も
と
生
て
」（『
龍

野
』）

「
中
段
に
白
か
黄
か
の
花
を
一
色
さ
し
て
」（『
龍
野
』）

「
そ
の
下
に
、
赤
か
紫
か
の
色
よ
き
花
を
一
色
」（『
龍
野
』）

「
少
し
う
つ
む
く
や
う
に
生
へ
し
」（『
龍
野
』）

「
立
の
ひ
た
る
笹
は
、
鳥
に
か
た
と
る
」（『
龍
野
』）

「
中
段
の
花
は
、
僧
に
か

た
と
る
」（『
龍
野
』）

「
下
の
色
よ
き
花
は
、
紫
の
上
む
つ
か
る
て
い
な
り
」（『
龍
野
』）

藤
は
蔓
性
落
葉
樹
で
、
花
期
（
四
〜
五

（
姪
）

月
頃
）
に
は
薄
紫
色
（
藤
色
）
の
長
い
花
房
を
滝
の
よ
う
に
垂
ら
す
。

「
此
紫
の
上
は
、
此
藤
つ
ほ
に
は
御
め
い
に
て
お
は
し
ま
せ
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あ

は
」（『
小
鏡
』）

「
ま
つ
の
と
ほ
そ
」（『
小
鏡
』）
光
源
氏
が
帰
京
す
る
折
の
、
聖
の
和
歌
「
奥
山
の
松
の
と
ぼ
そ
を
ま
れ
に
開
け
て

ま
だ
見
ぬ
花
の
顔
を
見
る
か
な
」
に
よ
る
。「
と
ぼ
そ
」
は
戸
や
扉
を
い
う
。
老
年
に
よ
り
外
出
で
き
な
か
っ
た
聖
が
庵
を
出
て
、「
ま
だ

見
ぬ
花
」
の
よ
う
な
光
源
氏
を
見
て
賞
賛
す
る
。

「
た
き
の
を
と
」（『
小
鏡
』）
明
け
方
に
御
堂
で
法
華
経
を
誦
読
す
る
声
が
風
に

み
や
ま

の
っ
て
聞
こ
え
、
実
に
尊
く
滝
の
音
に
響
き
合
い
、
光
源
氏
が
詠
ん
だ
和
歌
「
吹
き
迷
ふ
深
山
お
ろ
し
に
夢
さ
め
て
涙
も
よ
ほ
す
滝
の
音

か
な
」
に
よ
る
。「
夢
」
に
煩
悩
の
意
を
も
含
め
、
紫
の
上
へ
の
執
心
が
浄
化
さ
れ
る
思
い
を
詠
む
。「
柳
」「
糸
桜
」
は
『
小
鏡
』
に
記

（
壺
）

さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
長
く
垂
れ
た
枝
が
滝
を
表
わ
す
か
。

「
藤
さ
く
ら
に
つ
く
る
つ
ほ
」（『
小
鏡
』）
光
源
氏
帰
京
の
折
、
薬

を
入
れ
た
紺
碧
の
宝
石
壺
を
藤
や
桜
な
ど
の
枝
に
つ
け
て
、
僧
都
が
献
上
し
た
。
薬
師
瑠
璃
光
如
来
の
左
手
に
持
つ
薬
壺
に
ち
な
む
趣

向
。

「
ソ
ウ
ク
ハ
」
は
「
草
花
」
か
。

『
源
氏
物
語
』
に
は
「
草
の
御
む
し
ろ
」（
二
一
〇
頁
）、『
小
鏡
』
に
は
「
く
さ
む
し

ろ
」（
草
を
敷
物
と
す
る
意
で
、
転
じ
て
旅
先
で
の
粗
末
な
敷
物
や
寝
床
を
い
う
）
と
あ
る
。
光
源
氏
を
迎
え
た
僧
都
が
、
自
室
を
謙
遜

し
て
言
っ
た
言
葉
。

（
丹
羽
雄
一
）

ス
ヘ
ツ
ム
ハ
ナ

ク
レ
ナ
イ
ノ

ノ

六

末
摘
花

紅

花
コ
ト

マ
キ

コ
ヽ
ロ

ヒ
タ
チ
ノ
キ
ミ

フ
ル
キ

ミ
ヤ

２

ヒ
メ
キ
ミ

３

１コノ此
巻
の
心
は
常
陸
君
と
申
古
き
宮
お
は
し
ま
し
き
。
う
せ
給
し
御
あ
と
に
姫
君
ひ
と
り
、
の
こ
り
て
お
は
し
き
。
い
と
か
す
か
な
る
お

シ
ノ
キ
ミ

キ
ヽ

５

シ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ

メ
ウ
ブ

ミ
チ

ん
す
ま
ゐ
に
て
、
な
が
め
す
ご
し
給
ひ
け
り
。

４ケン源
氏
君
、
聞
つ
た
へ
さ
せ
、
ゆ
か
し
く
お
ぼ
し
め
し
て
、
御
め
の
と
少
将
の
命
婦
、
道

６

ム
ス
メ

イ
ロ

ハ
ナ
タ
カ

コ
ト

ク
レ
ナ
イ
バ
ナ

し
る
べ
し
て
、
み
せ
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
。
か
の
女
、
色
し
ろ
く
、
鼻
高
く
、
さ
き
あ
か
く
、
ざ
う
の
如
く
お
は
し
け
る
を
、
紅
花
に

た
と
へ
給
ひ
し
也
。

７な
つ
か
し
き
色
と
も
な
し
に
な
に
ゝ
こ
の
末
つ
む
花
を
袖
に
ふ
れ
け
ん
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末
摘
花

コ
テ
ン
イ
ハ
ク

カ
タ

ミ

キ

ア
カ
イ
ロ

ハ
ナ

ム
ネ

カ
タ

ナ
ニ

ク
ハ
イ
シ
ヨ
ク

ク
サ
ハ
ナ

カ
タ
リ

イ

コ
ヽ
ロ
ウ

御
伝
曰
、 ８コノ是
形
は
真
木
に
赤
色
の
花
を
旨
と
さ
す
べ
し
。 ９シタ下
の
方
に
何
に
て
も
、
外
色
の
草
花
を
さ
す
也
。モ
ノ物
語
の
意
に
か
な
ふ
と
心
得

べ
し
。

グ
ア
ン
ニ
イ
ハ
ク

ツ
ム
ハ
ナ

ゴ
ラ
ン

イ
フ
ナ
リ

ク
レ
ナ
ヰ
ハ
ナ

コ
レ
ナ
リ

ニ
ツ
ホ
ン
コ
メ
イ

愚
按
曰
、
ス
エ末
摘
花
は
呉
藍
と
い
ふ
。
ク
レ
ノ
ア
イ
也
。
そ
れ
を
ク
レ
ナ
ヰ
と
は
云
也
。
紅
花
と
い
ふ
、
是
也
。
日
本
古
名
は
「
ヒ

ヒ
カ
ゲ
ノ
ア
イ

カ
ク

コ
ウ
ク
ハ

イ
ケ
ハ
ナ

オ
モ
ム
キ
コ
ノ
モ

ス
エ
ア
カ

ハ
ナ

ア
カ
ハ
ナ

カ
ウ
ク
ハ

カ
ゲ
ノ
ア
イ
」
と
い
ふ
也
。
日
蔭
藍
と
書
也
。
し
か
れ
と
も
、
紅
花
は
活
華
に
趣
好
し
か
ら
ね
ば
、
末
赤
き
花
を
赤
花
と
て
紅
花

ナ
ニ

ハ
ナ

ベ
ニ

ハ
ベ

モ
テ

マ
タ

イ
ク

こ
と

ナ
ラ
ヒ

ゾ
ウ

ハ
ナ

に
な
そ
ら
ふ
也
。
何
の
花
に
て
も
、
紅
の
と
れ
侍
る
を
以
し
る
へ
し
。
又
、
マ
ン
ル
イ

蔓
類

ツ
ル
ノ
タ
ク
ヒ

を
活
る
事
、
習
あ
り
。
象
の
鼻
に
た
と
ふ
。
ま

ツ
ハ
キ

ハ

ボ
タ
ン

シ
ャ
ク
ヤ
ク

マ
タ

レ
ン

イ
ク

ハ
ク
ク
ハ

ツ
キ

マ
タ

た
、
ハ葉
が
く
れ
の
椿
、
葉
か
く
れ
の
牡
丹
、
芍
薬
、
又
、
蓮
な
と
を
活
る
。
い
つ
れ
も
白
花
よ
し
。
コ
レ是
を
月
に
た
と
へ
た
り
。
又
、

イ
フ
コ
ト

ハ
ル春
の
い
ざ
よ
ひ
と
云
事
あ
り
。
是
も
月
に
縁
あ
り
。
頭
中
将
歌
、

も
ろ
と
も
に
大
内
山
は
い
て
つ
れ
と
い
る
か
た
み
せ
ぬ
い
さ
よ
ひ
の
月

ス
エ
ツ
ム
ハ
ナ

ク
ハ
ン
チ
ウ

コ
ヽ
ロ
エ

ケ
イ
フ
ツ
ナ
リ

以
上
、
末
摘
花
の
巻
中
の
心
得
、
景
物
也
。

六

末
摘
花
。
光
る
源
氏
。
赤
き
花
、
椿
、
牡
丹
、
芍
薬
、
蓮
。

【
訳
】
こ
の
巻
の
主
題
は
、
常
陸
の
宮
と
申
す
古
い
皇
族
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
後
に
姫
君
が
一
人
、
残
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
ひ
ど
く
み
す
ぼ
ら
し
い
お
住
ま
い
で
、
物
思
い
に
耽
っ
て
お
過
ご
し
に
な
っ
て
い
た
。
光
源
氏
は
人
づ
て
に
お
聞
き
に

め
の
と

な
り
、
会
い
た
く
思
わ
れ
て
、
ご
自
分
の
乳
母
で
あ
る
少
将
の
命
婦
が
案
内
を
し
て
、
会
わ
せ
て
さ
し
あ
げ
な
さ
っ
た
。
そ
の
女
君
は
色

白
で
、
鼻
は
高
く
、（
鼻
の
）
先
は
赤
く
、
象
（
の
鼻
）
の
よ
う
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
を
、
紅
花
に
譬
え
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

魅
力
的
な
色
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の
末
摘
花
（
紅
花
）
に
袖
を
触
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
ど
う
し
て
こ
の
よ
う

な
女
と
、
契
り
を
結
ん
だ
の
だ
ろ
う
。）
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師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
式
は
中
心
と
な
る
植
物
と
し
て
、
赤
色
の
花
を
主
と
し
て
活
け
る
の
が
よ
い
。
下
の
方
に
は
何
で
も
、
他
の
色

の
草
花
を
活
け
る
の
で
あ
る
。
物
語
の
趣
旨
に
当
て
は
ま
る
と
心
得
る
が
よ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
末
摘
花
は
呉
藍
と
い
う
。（
訓
読
す
る
と
）
ク
レ
ノ
ア
イ
で
あ
る
。
そ
れ
を
ク
レ
ナ
イ
と
い
う
の
で
あ
る
。
紅
花
と

い
う
の
は
、
こ
れ
で
あ
る
。
日
本
で
の
古
名
は
「
ヒ
カ
ゲ
ノ
ア
イ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
日
蔭
の
藍
」
と
書
く
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
紅
花
は
活
け
花
（
に
す
る
）
に
は
風
情
が
好
ま
し
く
な
い
の
で
、
先
が
赤
い
花
を
赤
花
と
い
っ
て
紅
花
に
な
ぞ
ら
え
る
の
で

つ
る

あ
る
。
何
の
花
で
も
、
紅
色
が
と
れ
ま
す
の
に
よ
っ
て
知
る
が
よ
い
。
ま
た
蔓
の
類
を
活
け
る
こ
と
は
、
し
き
た
り
が
あ
る
。（
蔓
は
）

象
の
鼻
に
譬
え
る
。
ま
た
葉
隠
れ
の
椿
、
葉
隠
れ
の
牡
丹
、
芍
薬
、
ま
た
蓮
な
ど
を
活
け
る
。
い
ず
れ
も
白
花
が
よ
い
。
こ
れ
ら
は
月

い
ざ
よ
い

に
譬
え
て
い
る
。
ま
た
「
春
の
十
六
夜
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
月
に
ゆ
か
り
が
あ
る
。
頭
中
将
の
歌
に
、

一
緒
に
宮
中
を
退
出
し
た
の
に
、
あ
な
た
（
光
源
氏
）
は
十
六
夜
の
月
の
よ
う
に
行
方
を
く
ら
ま
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ね
。

以
上
が
、
末
摘
花
の
巻
の
内
の
心
得
と
風
物
で
あ
る
。

【
注
】
１
「
此
巻
す
ゑ
つ
む
花
と
い
ふ
事
。
ひ
た
ち
の
君
と
申
ふ
る
き
宮
お
は
し
ま
し
き
」（『
小
鏡
』）
２
「
う
せ
給
し
御
あ
と
に
、
姫

君
一
人
の
こ
り
て
お
は
し
き
」（『
小
鏡
』）
３
「
い
と
か
す
か
な
る
御
す
ま
ゐ
に
て
、
な
か
め
す
こ
し
給
ひ
け
り
」（『
小
鏡
』）
４
「
け

ん
し
聞
つ
た
へ
さ
せ
給
ふ
て
、
ゆ
か
し
く
お
ほ
し
め
し
て
」（『
小
鏡
』）
５
「
け
ん
し
の
御
め
の
と
少
将
の
み
や
う
ふ
と
て
、
内
に
さ
ふ

ら
ひ
け
る
か
、
此
宮
に
し
た
し
く
参
り
か
よ
ふ
人
な
れ
は
、
み
ち
し
る
へ
し
て
見
せ
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
」（『
小
鏡
』）
光
源
氏
に
末
摘

花
の
噂
を
し
て
間
を
取
り
持
っ
た
の
は
、『
源
氏
物
語
』
で
は
大
輔
の
命
婦
（
帝
付
き
の
女
房
で
、
母
は
光
源
氏
の
乳
母
）
で
あ
る
。

象

６
「
こ
の
御
か
た
ち
、
色
し
ろ
く
、
は
な
た
か
く
、
さ
き
あ
か
く
、
ざ
う
の
こ
と
く
に
お
は
し
け
り
」（『
小
鏡
』）
７
巻
名
歌
。
光
源
氏

は
末
摘
花
と
契
り
を
結
ん
だ
後
、
彼
女
の
生
活
を
援
助
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
格
別
に
美
人
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
こ
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の
よ
う
な
女
と
契
り
を
結
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
い
返
し
て
詠
ん
だ
和
歌
。

８
「
此
形
は
、
身
木
に
赤
花
を
お
も
に
指
し

て
」（『
龍
野
』）
９
「
下
の
あ
し
ら
い
に
は
、
何
に
て
も
余
の
色
の
草
花
を
さ
す
へ
し
」（『
龍
野
』）

「
右
歌
の
心
に
よ
る
へ
し
」

べ
に
ば
な

（『
龍
野
』）「
右
歌
」
と
は
注
７
の
和
歌
。

末
摘
花
も
呉
藍
も
紅
花
の
異
名
。
末
摘
花
は
茎
の
末
に
咲
く
黄
色
の
花
を
摘
み
取
り
、
染

料
の
紅
を
作
る
こ
と
に
ち
な
ん
だ
名
称
。

ク
レ
ノ
ア
イ
の
ノ
ア
（noa

）
が
ナ
（na

）
に
変
化
し
て
ク
レ
ナ
イ
に
な
っ
た
、
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
連
続
す
る
二
つ
の
母
音
の
う
ち
一
つ
が
脱
落
す
る
現
象
を
、
母
音
連
続
の
回
避
と
い
う
。

「
葉
が
く
れ
」
は
木
の
葉
や

草
木
の
陰
に
な
っ
て
見
え
な
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
花
が
葉
に
隠
れ
て
見
え
な
い
状
態
を
指
す
。

光
源
氏
が
末
摘
花
を
最
初
に
訪
れ
た

い
ざ
よ
い

の
は
春
で
、
十
六
夜
の
月
が
雲
に
隠
れ
て
い
る
朧
月
夜
で
あ
っ
た
。
白
花
を
月
に
、
葉
を
雲
に
見
立
て
て
こ
れ
を
表
現
す
る
。

「
春

の
い
さ
よ
ひ
」（『
小
鏡
』）
注

参
照
。

こ
の
和
歌
は
『
小
鏡
』
に
掲
載
。
光
源
氏
が
末
摘
花
を
初
め
て
訪
ね
た
夜
、
頭
中
将
が
跡

を
つ
け
て
き
て
、
戯
れ
て
光
源
氏
に
恨
み
言
を
述
べ
た
歌
。

（
八
木
智
生
）

モ
ミ
チ
ノ
ガ

七

紅
葉
賀

ツ
ホ

ミ
カ
ド

コ
ロ

イ
ン

オ
ン
ガ

カ
ン
ナ
ツ
キ

コ
ト

モ
ミ
チ

オ
ン
ガ

モ
ト

レ
イ

１キリ桐
壺
の
御
門
の
頃
、
院
の
御
賀
を
つ
と
め
給
ふ
。

２コロ頃
は
十
月
の
事
な
れ
は
紅
葉
を
も
て
な
し
に
て
、
御
賀
あ
り
。

３モ
ミ
チ

紅
葉
の
下
に
て
、
令

シ
ン

デ
ン
シ
ヤ
ウ
ヒ
ト

ミ
ヤ

マ
ヒ

シ
ノ
キ
ミ

セ
イ
ガ
イ
ハ

マ
ヒ

マ
ツ

ア
ラ
シ

チ
リ

コ
ノ
ハ

ナ
カ

人
、
殿
上
人
、
宮
た
ち
も
、
そ
の
き
り
や
う
あ
る
は
、
舞
給
ふ
。

４ケン源
氏
君
、
青
海
波
を
舞
給
ふ
。

５オリ折
し
も
松
の
嵐
に
散
か
ふ
木
葉
の
中

モ
ミ
チ

ス
キ

ミ
ナ
ヒ
ト
カ
ン

６

ハ
ヽ
フ
チ

キ
ミ

ゴ
ラ
ン

に
、
か
さ
し
の
紅
葉
い
と
う
つ
り
過
た
る
さ
ま
、
い
と
お
も
し
ろ
く
、
皆
人
感
じ
あ
へ
り
。
お
ん
母
藤
つ
ほ
の
君
も
、
御
覧
し
給
へ
り
。

７

オ
ン
フ
ミ

し
の
び
て
御
文
あ
り
し
也
。

８物
思
ふ
に
た
ち
ま
ふ
へ
く
も
あ
ら
ぬ
身
の
袖
打
ふ
り
し
こ
ゝ
ろ
し
り
き
や

モ
ミ
チ
ノ
ガ

紅
葉
賀
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ゴ
テ
ン
ニ
イ
ハ
ク

カ
タ

モ
ミ
チ
ナ
リ

ブ
ガ
ク

ソ
テ

ナ
ラ

イ
フ

ミ
ツ
イ
タ

ウ
ヘ

オ
チ
ハ

コ
シ
チ
マ
イ

シ
モ
サ

御
伝
曰
、

９コノ此
形
は
紅
葉
也
。
オ
ホ
ハ
大
葉
二
三
数
あ
し
ら
ふ
へ
し
。
コ
レ是
は
舞
楽
の
袖
に
准
ふ
。
コ
ク
イ
極
意
と
云
は
水
板
の
上
に
落
葉
五
七
枚
、
下
座

カ
タ

ハ
ナ

ハ
ナ
イ
レ

シ
タ
ト
ヲ
リ

ト
コ
タ
ヽ
ミ

ス
コ

シ
タ

す
る
コ
ヽ
ロ

ア
ツ
メ

オ
ク
ナ
リ

テ
ン
シ
ユ

コ
ト

の
方
に
ち
ら
し
て
置
べ
し
。
カ
ケ掛
花
な
ら
は
、
花
入
の
下
通
に
床
畳
の
少
し
下
、
よ
せ�
心
に
集
て
置
也
。
コ
レ是
、
伝
授
の
事
也
。
し
や
が
を

イ
ク

ト
ウ
イ
ナ
リ

コ
ヽ
ロ
ウ

生
る
も
同
意
也
と
心
得
べ
し
。

ク
ア
ン
ニ
イ
ワ
ク

キ
リ

イ
ク

エ
ン

ツ
ホ

ミ
カ
ト

ヲ
ン
ガ

ナ
リ

キ
ク

サ
タ
イ
シ
ヤ
ウ

ヲ
マ
ヘ

キ
ク
オ
リ

愚
按
曰
、
桐
を
生
る
も
縁
あ
り
。
キ
リ桐
壺
の
帝
の
御
賀
な
れ
ば
也
。
マ
タ又
、
菊
も
よ
し
。「
左
大
将
た
ち
て
、
御
前
の
菊
折
て
、
か
ざ
し

カ
ヘ
タ
マ

イ
ク

ナ
ラ
ヒ

コ
レ

セ
イ
カ
イ
ハ

ヤ
ウ
キ

ヒ

サ
ク
ラ

イ
ク

替
給
ふ
」
と
も
あ
る
に
よ
れ
り
。
ハ
ラ
ン

葉
蘭

馬

を
生
る
も
習
あ
り
。
是
は
青
海
波
に
よ
せ
あ
り
。
ハ
ル春
な
ら
は
、
楊
貴
妃
と
い
ふ
桜
を
生
る
。

ソ
テ

か
ら
人
の
袖
ふ
る
こ
と
は
と
を
け
れ
ど
た
ち
ゐ
に
つ
け
て
あ
は
れ
と
は
み
き

キ
ヨ
ク

マ
ヒ

ナ
テ
シ
コ

タ
ケ

コ

ワ
カ
タ
ケ

ヒ
ア
フ
ギ

マ
タ

ビ

ハ

コ
レ是
は
ゲ
イ
、
シ
ヤ
ウ
、
ウ
ヰ
の
曲
と
い
ふ
舞
に
か
た
と
る
。
又
、
撫
子
、
タ
ケ竹
に
竹
の
子
、
若
竹
な
ど
も
よ
し
親
の
親
と
い
ふ

詞
に
よ
れ
り

。
射
干
、
又
、
枇
杷

イ
シ
ヤ
ウ

モ
ミ
チ

カ

ケ
イ
フ
ツ

ビ

ワ

此
な
い
し
琵
琶
ひ
く

と
云
詞
に
よ
れ
り

。
以
上
、
紅
葉
の
賀
の
景
物
也
。

か
ん
な
づ
き

【
訳
】
桐
壺
の
帝
の
頃
、（
朱
雀
）
院
の
御
賀
を
催
さ
れ
る
。
時
節
は
神
無
月
（
旧
暦
十
月
）
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
紅
葉
を
饗
応
に
し
て

御
賀
が
あ
る
。
紅
葉
の
下
で
、
楽
人
や
殿
上
人
、
宮
た
ち
も
、（
舞
楽
の
）
才
能
が
あ
る
人
は
、
舞
い
を
披
露
さ
れ
る
。
光
源
氏
は
、
青

海
波
を
舞
い
な
さ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
折
、（
楽
の
音
に
調
和
し
て
）
松
風
が
吹
き
乱
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
散
る
木
の
葉
の
中
に
、（
光

源
氏
の
）
冠
に
挿
し
た
紅
葉
が
た
い
そ
う
散
り
過
ぎ
て
（
美
顔
に
圧
倒
さ
れ
て
）
い
る
様
子
は
、
た
い
そ
う
趣
深
く
、
す
べ
て
の
人
が
感

動
し
合
っ
た
。
御
母
藤
壺
の
君
も
、
御
覧
に
な
っ
た
。（
光
源
氏
か
ら
藤
壺
へ
）
人
目
を
避
け
て
、
お
手
紙
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

物
思
い
の
た
め
に
、
立
ち
舞
う
こ
と
な
ど
で
き
そ
う
も
な
い
私
が
、（
あ
な
た
の
た
め
に
）
袖
を
打
ち
振
っ
た
、
こ
の
心
を
ご
存
知

で
し
た
か
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
式
は
紅
葉
で
あ
る
。
大
葉
二
、
三
枚
を
取
り
合
わ
せ
る
の
が
よ
い
。
こ
れ
（
大
葉
）
は
舞
楽
の
袖
に
な
ぞ
ら
え

し
も
て

る
。
極
意
と
い
う
の
は
、
水
板
の
上
に
落
ち
葉
五
、
七
枚
を
下
手
に
散
ら
し
て
置
く
の
が
よ
い
。
掛
け
花
な
ら
ば
、
花
入
れ
（
花
器
）
の
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下
あ
た
り
で
床
畳
の
少
し
下
に
、
吹
き
寄
せ
る
風
情
で
集
め
て
置
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
秘
伝
の
こ
と
で
あ
る
。
シ
ャ
ガ
を
活
け
る
の
も

同
じ
趣
向
で
あ
る
と
心
得
な
さ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
桐
を
活
け
る
の
も
ゆ
か
り
が
あ
る
。
桐
壺
の
帝
（
主
催
）
の
御
賀
で
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
菊
も
よ
い
。「
左
大
将

が
立
っ
て
、（
帝
の
）
御
前
の
菊
を
折
っ
て
（
光
源
氏
の
）
か
ざ
し
の
紅
葉
と
挿
し
替
え
な
さ
る
」
と
も
（
物
語
に
）
あ
る
こ
と
に
よ

る
。
葉
蘭
（
ま
た
は
馬
蘭
草
）
を
活
け
る
の
も
決
ま
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
青
海
波
に
言
わ
れ
が
あ
る
。
春
な
ら
ば
、
楊
貴
妃
と
い
う
桜

を
活
け
る
。

も
ろ
こ
し

唐
土
の
人
が
袖
を
振
っ
て
舞
っ
た
と
い
う
故
事
に
は
疎
い
で
す
が
、
あ
な
た
の
舞
い
の
一
挙
一
動
に
つ
け
て
、
し
み
じ
み
と
感
慨

深
く
見
ま
し
た
。

げ
い
し
ょ
う
う

い

こ
れ
は
霓
裳
羽
衣
の
曲
と
い
う
舞
い
に
な
ぞ
ら
え
る
。
ま
た
、
撫
子
、
竹
に
竹
の
子
、
若
竹
な
ど
も
よ
い
。（
そ
れ
は
）「
親
の
親
」

ひ
お
う
ぎ

な
い
し
の
す
け

と
い
う
言
葉
に
よ
る
。
射
干
、
ま
た
枇
杷
は
、
こ
の
典
侍
が
琵
琶
を
弾
く
と
い
う
言
葉
に
よ
る
。
以
上
が
、
紅
葉
賀
の
巻
の
風
物
で
あ

る
。

（
院
）

（
賀
）

【
注
】
１
「
桐
つ
ほ
の
御
門
、
そ
の
こ
ろ
の
ゐ
む
の
御
か
を
つ
と
め
給
ふ
に
」（『
小
鏡
』）
２
「
こ
ろ
は
十
月
な
れ
は
、
紅
葉
を
も
て
な

（
賀
）

（

令

人

）

し
に
て
御
か
あ
り
」（『
小
鏡
』）御
賀
を
祝
う
朱
雀
院
へ
の
行
幸
は
十
月
十
日
す
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。
３「
も
み
ち
の
し
た
に
て
、れ
い
し
ん

（

器

量

）

あ
り
。
て
ん
し
や
う
人
、
宮
た
ち
も
、
そ
の
き
り
や
う
た
る
は
、
ま
ひ
給
ふ
」（『
小
鏡
』）「
令
人
」
は
音
楽
を
奏
す
る
人
、「
殿
上
人
」

（

青

海

波

）

は
清
涼
殿
の
殿
上
の
間
に
昇
殿
を
許
さ
れ
た
四
位
・
五
位
の
人
、
お
よ
び
六
位
の
蔵
人
。

４
「
け
ん
し
の
せ
い
か
い
は
を
ま
ひ
給
ふ

に
」（『
小
鏡
』）。
青
海
波
は
、
唐
楽
に
属
す
る
雅
楽
の
曲
名
で
、
兜
を
冠
し
て
波
模
様
の
服
を
着
た
二
人
が
海
波
の
さ
ま
を
模
し
て
舞

（
散
り
）

（
感
じ
）

う
。

５「
折
ふ
し
、
松
の
嵐
に
ち
り
か
ふ
木
の
葉
の
中
に
、
か
さ
し
の
も
み
ち
、
い
と
ゝ
ち
り
過
た
る
さ
ま
面
白
く
、
み
な
人
、
か
ん
し
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ま
い
ら
せ
候
」（『
六
帖
』）
楽
の
音
に
調
和
す
る
松
風
は
、
１
桐
壺
の
巻
の
注

に
も
あ
る
。「
か
ざ
し
」
は
髪
や
冠
に
挿
す
花
や
枝
、
造

（
見
物
）

花
で
、
こ
こ
で
は
紅
葉
を
挿
し
て
い
る
。

６
「
御
母
ふ
ぢ
つ
ほ
の
君
も
、
御
見
ぶ
つ
あ
り
し
と
の
御
事
に
て
候
」（『
六
帖
』）
女
御
や

更
衣
な
ど
は
宮
中
外
の
催
し
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
藤
壺
が
光
源
氏
の
青
海
波
を
見
た
の
は
、
朱
雀
院
へ
の
行
幸
に
先
立
っ
て
宮

中
で
催
さ
れ
た
試
楽
で
の
こ
と
で
あ
る
。『
小
鏡
』
で
は
、
試
楽
を
行
っ
た
日
と
行
幸
当
日
が
同
日
の
こ
と
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

７
「
し
の
ひ
て
御
ふ
み
あ
り
」（『
小
鏡
』）
８
巻
名
歌
。
試
楽
を
催
し
た
翌
日
に
光
源
氏
が
、
自
分
の
舞
い
姿
を
藤
壺
は
ど
の
よ
う
に
御

覧
に
な
っ
た
か
と
思
っ
て
詠
ん
だ
歌
。

９
「
此
形
は
紅
葉
な
り
」（『
六
帖
』）

「
大
葉
、
二
三
枚
、
生
へ
し
」（『
六
帖
』）

「
是
、
舞
楽
の
舞
の
袖
な
り
」（『
六
帖
』）
大
き
い
葉
を
舞
装
束
の
袖
に
見
立
て
る
。

「
此
、
極
習
と
す
る
は
置
花
な
れ
は
、
水
板
の

上
に
落
葉
を
五
七
枚
、
下
座
の
方
に
あ
つ
め
て
置
な
り
」（『
六
帖
』）「
置
花
」
と
は
、
華
道
に
お
い
て
床
の
間
や
卓
上
に
飾
る
花
の
こ

と
。「
水
板
」
は
、
水
指
（
釜
に
補
給
す
る
水
や
、
茶
碗
・
茶
筅
な
ど
を
す
す
ぐ
水
を
た
く
わ
え
て
お
く
器
）
を
飾
る
長
板
（
釜
や
水
指
、

杓
立
な
ど
を
の
せ
る
長
方
形
の
板
）
の
一
種
。「
下
座
」
は
観
客
か
ら
見
て
舞
台
の
左
方
、
こ
こ
で
は
床
の
間
に
向
か
っ
て
左
側
を
指
す
。

「
掛
花
な
れ
は
花
入
の
下
辺
、
床
畳
の
少
し
下
へ
よ
せ
る
心
に
あ
つ
め
て
置
也
」（『
六
帖
』）「
掛
花
」
と
は
置
花
に
対
し
て
、
壁
や
柱

な
ど
に
掛
け
て
飾
る
こ
と
。「
床
畳
」
は
、
床
の
間
や
床
に
敷
く
畳
の
こ
と
。

「
こ
れ
伝
受
の
事
也
」（『
六
帖
』）

「
さ
な
き
時

は
、
し
や
か
な
り
」（『
六
帖
』）「
し
ゃ
が
」
は
ア
ヤ
メ
科
の
多
年
草
。
五
月
ご
ろ
、
中
心
が
黄
色
い
淡
紫
色
の
花
を
つ
け
る
。

本
文

で
は
桐
壺
帝
の
御
賀
と
な
っ
て
い
る
が
、
物
語
で
は
朱
雀
院
に
住
む
先
帝
（
桐
壺
帝
の
父
か
兄
）
の
御
賀
で
あ
る
。

「
か
さ
し
の
も

み
ち
、
い
た
く
ち
り
す
き
て
、
御
か
ほ
の
に
ほ
ひ
に
、
け
を
さ
る
れ
は
、
左
大
将
た
ち
て
、
御
ま
へ
の
き
く
折
て
、
か
さ
し
か
へ
給
ふ
。

（
菊
）

（
中
略
）
さ
し
か
ゆ
る
き
く
。
ゆ
ふ
は
へ
。
あ
し
ふ
み
。
か
ほ
の
に
ほ
ひ
。
木
た
か
き
も
み
ち
」（『
小
鏡
』）
か
ざ
し
の
紅
葉
が
散
り
過
ぎ

て
し
ま
い
、
青
海
波
を
舞
う
美
し
い
光
源
氏
の
顔
の
輝
き
に
紅
葉
が
圧
倒
さ
れ
た
の
で
、
左
大
将
が
御
前
の
菊
を
折
っ
て
紅
葉
と
挿
し
替
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え
た
こ
と
に
よ
る
。

「
葉
蘭
」
は
ユ
リ
科
で
、
早
春
に
紫
褐
色
の
花
が
開
く
。
葉
柄
は
長
く
、
料
理
の
敷
物
に
使
わ
れ
る
。「
馬
蘭
」

は
馬
蘭
草
の
こ
と
で
、
ね
じ
あ
や
め
の
異
名
。
葉
が
ね
じ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
名
が
あ
る
。
ね
じ
あ
や
め
は
ア
ヤ
メ
科
で
、
春
に
香
り

の
あ
る
淡
青
紫
色
の
花
を
開
く
。「
葉
蘭
」
も
「
馬
蘭
」
も
葉
は
線
状
で
、
そ
れ
を
波
模
様
と
し
て
青
海
波
に
見
立
て
た
か
。

楊
貴

妃
桜
は
サ
ト
ザ
ク
ラ
の
一
品
種
で
、
花
は
大
き
く
淡
紅
色
、
八
重
咲
き
で
あ
る
。
玄
宗
皇
帝
に
寵
愛
さ
れ
た
楊
貴
妃
の
名
が
つ
い
た
桜
を

挙
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注

参
照
。

こ
の
和
歌
は
『
小
鏡
』
に
掲
載
。
青
海
波
を
舞
う
美
し
い
光
源
氏
の
姿
や
顔
を
見
過
ご
せ

ふ
る
ご
と

な
か
っ
た
藤
壺
か
ら
、
光
源
氏
（
注
８
の
歌
）
へ
の
返
歌
。「
袖
ふ
る
こ
と
」
に
「
袖
振
る
こ
と
」
と
「
古
事
」（
玄
宗
皇
帝
の
故
事
。
注

（
唐
）

（
楊
貴
妃
）

（

霓

裳

羽

衣

）

２１
参
照
）
を
か
け
る
。

「
た
う
、
や
う
き
ひ
の
け
い
し
や
う
う
ゐ
の
ま
ひ
を
、
よ
そ
へ
け
る
に
や
」（『
小
鏡
』）
霓
裳
羽
衣
は
、
唐

の
玄
宗
皇
帝
が
天
人
の
音
楽
に
な
ら
っ
て
作
っ
た
曲
、
ま
た
は
玄
宗
が
月
宮
殿
に
遊
び
、
そ
こ
で
仙
女
た
ち
が
舞
い
踊
る
様
を
見
て
楽
工

に
作
ら
せ
た
も
の
と
も
い
う
。

「
な
て
し
こ
」（『
小
鏡
』）「
撫
子
」
は
「
撫
で
し
子
」
の
語
音
か
ら
可
憐
な
愛
し
子
を
連
想
さ
せ

る
。
藤
壺
は
桐
壺
帝
の
男
御
子
を
出
産
す
る
が
、
そ
の
若
宮
は
実
父
の
光
源
氏
に
生
き
写
し
で
あ
っ
た
。
光
源
氏
と
藤
壷
は
、
若
宮
を
撫

（
琵
琶
）

子
に
喩
え
た
和
歌
を
詠
み
あ
う
。

「
お
や
の
お
や
。
あ
ふ
き
。
ひ
は
の
ね
此
な
い
し
、

ひ
わ
ひ
く

（
中
略
）
此
け
ん
内
侍
の
す
け
、
ひ
は
上
手
に

げ
ん
の
な
い
し
の
す
け

て
」（『
小
鏡
』）
光
源
氏
が
、
琵
琶
の
名
手
で
あ
る
年
老
い
た
源
典
侍
と
戯
れ
た
と
き
、
年
に
似
合
わ
ぬ
派
手
な
扇
を
も
っ
て
い
た
。
そ

ひ
お
う
ぎ

れ
に
ち
な
み
ア
ヤ
メ
科
の
射
干
を
活
け
る
。
ま
た
「
親
の
親
」
は
祖
母
を
意
味
し
、

朝
顔
の
巻
で
出
家
し
た
源
典
侍
が
光
源
氏
に
、

「
年
ふ
れ
ど
こ
の
契
り
こ
そ
忘
ら
れ
ね
親
の
親
と
か
言
ひ
し
ひ
と
言
」
と
詠
み
か
け
た
歌
に
よ
る
。「
竹
に
筍
」
も
「
竹
に
若
竹
」
も
、
親

子
の
取
り
合
わ
せ
に
な
る
。

（
湯
本
美
紀
）
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ハ
ナ

エ
ン

八

花
の
宴

ガ

ハ
ル

オ
ホ
ウ
チ

ハ
ナ
ミ

テ
ン
ノ
サ
ク
ラ
ノ
サ
カ
リ

ハ
ナ

キ
ヨ
ユ
ウ

ク
キ
ヤ
ウ

テ
ン
シ
ヤ
ウ
ヒ
ト

１モ
ミ
チ

紅
葉
の
賀
の
つ
ぎ
の
と
し
の
春
、
大
内
に
花
見
あ
り
。

２ナン南
殿
桜

盛
に
花
の
も
と
に
て
、
御
遊
あ
り
。

３ミヤ宮
た
ち
、
公
卿
、
殿
上
人
、

ヂ

ゲ

シ

４

ヨ

ケ
ン
シ

ヒ
マ

レ
イ

フ
ヂ

地
下
に
い
た
る
迄
、
詩
を
つ
く
り
給
ふ
。
そ
の
夜
、
源
氏
、
さ
り
ぬ
へ
き
隙
も
や
と
、
例
の
藤
つ
ぼ
の
あ
た
り
を
し
の
び
う
か
ゞ
ひ
、

ホ
ト

サ
ン

ク
チ

ニ
ヨ
ウ
ハ
ウ

オ
ホ
ロ
ツ
キ
ヨ

た
ゝ
ず
み
あ
り
き
給
ふ
程
に
、
こ
う
き
で
ん
の
三
の
口
ニ

立
給
ふ
。

５ウチ内
よ
り
女
房
の
こ
ゑ
の
、
な
べ
て
の
に
は
あ
ら
ぬ
か
、「
朧
月
夜
ニ

し

モ
ノ

ア
フ
キ

く
物
ぞ
な
き
」
と
う
た
ひ
け
る
ニ

い
ひ
よ
り
て
、
扇
と
り
か
は
し
給
へ
り
。

６い
つ
れ
そ
と
露
の
や
と
り
を
わ
か
む
ま
に
小
笹
か
原
に
風
も
こ
そ
ふ
け

ハ
ナ
ノ
エ
ン

花
宴

コ
デ
ン
ニ
イ
ハ
ク

ハ
ナ
カ
タ

サ
ク
ラ
ナ
リ

ヒ
ア
フ
キ

ヒ
ア
フ
キ

シ
ヤ
ガ

ア
フ
キ

コ
ヽ
ロ
ウ

御
伝
曰
、

７コノ此
花
形
ハ
桜
也
。
ア
シ
ラ
イ
、
檜
扇
、
シ
ヤ
ガ
な
ど
よ
し
。
射
干
、
鳶
尾
は
、
扇
に
か
た
と
る
と
心
得
へ
し
。

ク
ア
ン
ニ
イ
ハ
ク

ハ
ナ
ノ
エ
ン

モ
ミ
チ
ノ
ガ

ツ
キ

ト
シ

ハ
ル

ワ
カ
ヽ
イ
テ
イ
ツ
ヘ
イ

サ
ク
ラ

マ
タ

フ
チ

８

愚
按
曰
、
花
之
宴
ハ
紅
葉
賀
の
次
の
年
の
春
な
れ
は
、
若
楓
一
□
は
、
桜
と
な
ら
ぶ
る
も
よ
し
。
又
、
藤
も
よ
し
。「
さ
て
そ
の

ヒ
マ

フ
チ

す

タ
マ

夜
、
源
氏
さ
り
ぬ
へ
き
隙
も
や
と
、
れ
い
の
藤
つ
ぼ
の
あ
た
り
を
し
の
ひ
う
か
ゝ
ひ
、
た
ゝ
つ�
み
あ
り
き
給
ふ
」
と
あ
る
に
よ
れ
り
。

マ
タ

ヤ
ナ
キ

サ
ク
ラ

ヤ
ナ
キ

シ
ロ
ツ
ハ
キ

イ
ク

ツ
キ
ヨ

モ
ノ

ウ
タ

ハ
ナ

シ
ユ
ン
ゲ
ツ

ナ
ソ
ラ

又
、
柳
に
桜
、
柳
に
白
椿
な
ど
活
る
も
よ
し
。「

９
オ
ホ
ロ朧
月
夜
に
し
く
物
ぞ
な
き
」
と
い
ふ
歌
に
よ
り
て
、
花
を
春
月
に
准
ふ
な
り
。

ワ
ウ
テ
ン

マ
イ

マ
タ

ア
ケ

イ
ク

サ
ン

ク
チ
ア
キ

コ
ト
ハ

オ
ヽ
ハ

大
葉

ハ
ラ
ン

を
用
も
よ
し
。
リ
ウ
ク
ハ
エ
ン

柳
花
宴
、
シ
ユ
ン春
鶯
囀
と
い
ふ
舞
に
な
ら
ふ
。
又
、
ナ
カ中
を
明
て
活
る
も
あ
り
。「
三
の
口
明
た
り
」
と
い
ふ
詞
に
よ
れ

マ
タ

ク
サ
ハ
ナ

イ
ク

コ
ト
ハ

コ
ダ
ケ

イ
ク
ル

／
１
５

コ
ト
ハ

マ
タ

り
。
又
、
草
花
あ
ま
た
活
る
も
よ
し
。「
く
さ
の
は
ら
」
と
い
ふ
詞
あ
り
。
小
竹
を
活
も
よ
し
。「
小
ざ
ゝ
は
ら
」
と
詞
あ
り
。
又
、

ス
イ
シ
ヤ
ウ

ツ
キ

イ
ケ
カ
タ

ナ
ラ
ヒ

ク
チ

ハ
ナ

カ
ケ

イ
ク

ソ
ラ

ツ
キ

ミ
ツ

コ
ト
ハ

水
上
の
月
と
い
ふ
活
方
、
習
あ
り
。
ヒ
ロ広
口
に
花
の
影
う
つ
る
や
う
に
活
へ
し
。「
カ
ス
メ霞
め
る
空
の
月
を
水
に
う
つ
し
た
り
」
と
い
ふ
詞

ク
ハ
ン
チ
ウ

ケ
イ
フ
ツ

コ
ヽ
ロ
エ
オ
キ

イ
ク

に
よ
れ
り
。
い
つ
れ
も
巻
中
の
景
物
な
れ
は
心
得
置
て
、
お
も
し
ろ
き
さ
ま
を
活
べ
し
。

八

花
乃
宴
（
花
見
）。
惟
光
。
檜
扇
、
鳶
尾
、
藤
、
柳
、
桜
、
白
椿
、
小
竹
。

【
訳
】
紅
葉
の
賀
の
翌
年
の
春
に
、
内
裏
で
花
見
が
あ
る
。
紫
宸
殿
の
（
左
近
の
）
桜
が
盛
ん
に
咲
い
て
い
る
花
の
下
で
、
御
遊
が
あ
る
。
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親
王
た
ち
、
公
卿
、
殿
上
人
、
地
下
人
に
い
た
る
ま
で
詩
を
作
ら
れ
る
。
そ
の
夜
、
光
源
氏
は
（
藤
壺
に
）
会
え
そ
う
な
機
会
も
あ
ろ
う

こ

き
で
ん

か
と
、
例
の
藤
壺
の
あ
た
り
を
こ
っ
そ
り
と
窺
い
、
た
た
ず
ん
だ
り
歩
い
た
り
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
弘
徽
殿
の
三
つ
目
の
戸
口
に
お
立

ち
に
な
る
。（
そ
の
戸
口
は
開
い
て
い
て
）
中
か
ら
女
性
の
声
で
、
並
の
身
分
で
は
な
い
人
が
、「
朧
月
夜
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
」
と
歌
っ

て
い
た
の
に
言
い
寄
っ
て
、（
逢
瀬
の
し
る
し
に
）
扇
を
取
り
交
わ
し
な
さ
っ
た
。

ど
こ
が
露
の
宿
る
所
か
と
捜
し
回
っ
て
い
る
間
に
、
小
笹
の
原
に
風
が
吹
い
て
（
露
が
消
え
て
）
し
ま
う
よ
う
に
、
露
の
よ
う
に
は

か
な
い
あ
な
た
の
お
宿
は
ど
こ
か
と
捜
し
て
い
る
間
に
、
噂
が
立
っ
て
私
た
ち
の
縁
も
絶
た
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。（
で
す
か
ら
、

あ
な
た
の
身
元
を
教
え
て
く
だ
さ
い
）

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
花
の
中
心
は
桜
で
あ
る
。
取
り
合
わ
せ
は
、
檜
扇
、
シ
ャ
ガ
な
ど
が
よ
い
。
檜
扇
、
シ
ャ
ガ
は
、
扇
を
か
た
ど
る

と
心
得
な
さ
い
。

い
っ
ぺ
い

愚
案
に
よ
る
と
、
花
宴
は
紅
葉
の
賀
の
翌
年
の
春
な
の
で
、
一
瓶
の
若
楓
は
、
桜
と
並
べ
る
の
も
よ
い
。
ま
た
、
藤
も
よ
い
。「
さ
て

そ
の
夜
、
光
源
氏
は
藤
壺
に
会
え
る
機
会
も
あ
ろ
う
か
と
、
例
の
藤
壺
の
あ
た
り
を
こ
っ
そ
り
と
窺
い
、
た
た
ず
ん
だ
り
歩
い
た
り
さ

れ
て
い
る
」
と
（
物
語
に
）
あ
る
の
に
よ
る
。
ま
た
柳
に
桜
、
柳
に
白
椿
な
ど
を
活
け
る
の
も
よ
い
。「
朧
月
夜
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
」

と
い
う
和
歌
に
よ
っ
て
、
花
を
春
の
月
に
な
ぞ
ら
え
る
の
で
あ
る
。
大
葉
ま
た
は
葉
蘭
を
用
い
る
の
も
よ
い
。
柳
花
宴
と
春
鶯
囀
と
い

う
舞
に
な
ぞ
ら
え
る
。
ま
た
、
中
を
あ
け
て
活
け
る
こ
と
も
あ
る
。「
三
つ
目
の
戸
口
が
開
い
て
い
る
」
と
い
う
（
物
語
の
）
言
葉
に

よ
る
。
ま
た
、
草
花
を
数
多
く
活
け
る
の
も
よ
い
。「
草
の
原
」
と
い
う
言
葉
が
（
物
語
に
）
あ
る
。
小
竹
を
活
け
る
の
も
よ
い
。「
小

笹
原
」
と
い
う
言
葉
が
（
物
語
に
）
あ
る
。
ま
た
、
水
上
の
月
と
い
う
活
け
方
は
決
ま
り
が
あ
る
。
水
盤
（
の
中
の
水
）
に
花
の
影
が

映
る
よ
う
に
活
け
る
の
が
よ
い
。「
霞
ん
だ
空
の
月
を
水
に
映
し
た
」
と
い
う
（
物
語
の
）
言
葉
に
よ
る
。
い
ず
れ
も
巻
中
の
風
物
で
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あ
る
の
で
、
心
得
て
趣
深
い
様
子
を
活
け
る
が
よ
い
。

も
み
ち

か

は
る

お
ほ
う
ち

な
ん
て
ん

さ
く
ら

【
注
】
１
「
か
の
紅
葉
の
賀
の
つ
き
の
と
し
の
春
、
大
内
に
花
見
あ
り
」（『
小
鏡
』）
２
「
南
殿
の
桜
さ
か
り
に
、
花
の
も
と
に
て
御
あ

み
や

く
き
や
う

て
ん
し
や
う
ひ
と

（
地
下
）

し

つ
く

そ
ひ
あ
り
」（『
小
鏡
』）
３
「
宮
た
ち
、
公
卿
、
殿
上
人
、
ち
け
に
い
た
る
ま
て
、
詩
を
作
り
給
ふ
」（『
小
鏡
』）
４
「
さ
て
そ
の
夜
、

（
弘
徽
）

け
ん
し
、
さ
り
ぬ
へ
き
隙
も
や
と
、
れ
い
の
藤
つ
ほ
の
あ
た
り
を
、
し
の
ひ
う
か
ゝ
ひ
、
た
ゝ
す
み
あ
り
き
給
ふ
程
に
、
こ
う
き
殿
の
三

た
ち

ひ
ぎ
ょ
う
し
ゃ

の
く
ち
に
立
給
ふ
」（『
小
鏡
』）
弘
徽
殿
は
清
涼
殿
の
北
、
藤
壺
（
飛
香
舎
）
の
東
隣
。「
三
の
口
」
は
北
か
ら
第
三
間
の
戸
口
。

５

「
内
よ
り
、
わ
か
き
女
房
の
こ
ゑ
の
、
な
へ
て
の
こ
ゑ
に
は
あ
ら
て
、「
お
ほ
ろ
月
夜
に
、
し
く
も
の
そ
な
き
」
と
」（『
小
鏡
』）「「
朧
月

（
マ
マ
）

夜
に
し
く
も
の
は
な
き
」
と
う
た
か
ひ
か
け
る
に
、
源
氏
、
い
ゝ
よ
り
給
ひ
て
、
扇
を
と
り
か
は
し
給
ひ
し
を
」（『
龍
野
』）「
照
り
も
せ

ず
曇
り
も
は
て
ぬ
春
の
世
の
朧
月
夜
に
し
く
も
の
ぞ
な
き
」（
照
り
も
し
な
い
し
、
曇
り
き
っ
て
も
し
ま
わ
な
い
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
に
か

す
む
月
の
美
し
さ
に
お
よ
ぶ
も
の
は
な
い
こ
と
だ
）（
新
古
今
和
歌
集
・
春
上
・
五
五
・
大
江
千
里
）。
こ
の
和
歌
に
よ
り
、
後
世
こ
の
女

を
朧
月
夜
と
称
す
る
。

６
巻
名
歌
。
当
歌
は
、
光
源
氏
に
執
拗
に
名
を
問
わ
れ
て
答
え
た
朧
月
夜
の
和
歌
、「
う
き
身
世
に
や
が
て
消

え
な
ば
尋
ね
て
も
草
の
原
を
ば
問
は
じ
と
や
思
ふ
」（
私
が
こ
の
世
か
ら
消
え
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
私
の
名
を
知
ら
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、「
草
の
原
」（
死
後
の
魂
の
あ
り
か
）
を
尋
ね
な
い
つ
も
り
で
す
か
）
に
対
す
る
光
源
氏
の
返
歌
。
そ
の
「
草
の
原
」
を
受
け
て
、
女

の
住
ま
い
を
「
露
の
や
ど
り
」、
そ
の
縁
に
よ
り
「
小
笹
が
原
に
風
」
は
世
間
の
人
の
妨
害
を
意
味
す
る
。「
も
こ
そ
」
は
懸
念
を
表
わ

（
檜
扇
）

（
射
干
）

す
。

７「
此
形
は
桜
な
り
。
応
答
に
非
扇
か
、
し
や
か
、
あ
し
ら
ふ
へ
し
。
是
を
、
扇
の
応
答
と
い
ふ
な
り
。」（『
龍
野
』）「
あ
ふ
き
か
た
み

の

事

」（『
小
鏡
』）
光
源
氏
と
朧
月
夜
は
、
逢
瀬
の
し
る
し
に
扇
を
取
り
交
わ
し
た
。「
あ
し
ら
い
」
は
華
道
用
語
で
、
よ
い
取
り
合
わ
せ
に
よ

り
、
二
つ
の
草
花
が
一
つ
に
調
和
す
る
こ
と
を
い
う
。
檜
扇
に
つ
い
て
は
、
４
夕
顔
の
巻
の
注

を
参
照
。
シ
ャ
ガ
に
つ
い
て
は
、
７
紅

エ
ン
ビ

葉
賀
の
巻
の
注

を
参
照
。
鳶
尾
は
ア
ヤ
メ
科
で
、
葉
は
短
広
剣
状
、
初
夏
に
白
ま
た
は
紫
色
の
花
が
咲
く
。

８
注
４
を
参
照
。

９
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（
頭
）

（

柳

花

苑

）

注
５
を
参
照
。

大
葉
と
葉
蘭
は
７
紅
葉
賀
の
巻
の
注

を
参
照
。

唐
楽「
柳
花
苑
」。「
と
う
の
中
将
た
ち
て
、り
う
く
わ
ゑ
ん

（
舞
）

を
ま
ひ
し
」（『
小
鏡
』）。
物
語
で
は
そ
の
曲
名
に
ち
な
み
、
柳
を
活
け
る
。

唐
楽
「
春
鶯
囀
」。
鶯
の
声
を
聞
い
て
感
動
し
た
唐
の

高
宗
が
、
白
明
達
に
作
ら
せ
た
曲
と
伝
え
る
。
物
語
で
は
光
る
源
氏
が
舞
い
、
舞
い
人
の
袖
を
大
葉
（
注

）
で
表
現
す
る
。

「
三

の
口
」
は
注
４
を
参
照
。
中
を
開
け
て
活
け
る
と
は
、
花
と
花
の
間
、
あ
る
い
は
花
と
花
器
の
間
を
開
け
て
活
け
る
、
と
い
う
こ
と
か
。

「
く
さ
の
は
ら
」（『
小
鏡
』）
注
６
に
引
用
し
た
朧
月
夜
の
和
歌
に
よ
る
。
草
原
に
は
種
々
の
草
花
が
植
わ
っ
て
い
る
の
で
、「
草
花
あ

ま
た
活
く
る
も
よ
し
」
と
す
る
。

「
を
さ
ゝ
は
ら
」（『
小
鏡
』）
注
６
参
照
。

「
広
口
」
は
、
水
盤
の
こ
と
。

「
か
す
め

そ
ら

み
つ

る
空
の
月
を
水
に
う
つ
し
た
り
」（『
小
鏡
』）
朧
月
夜
が
持
っ
て
い
た
扇
の
意
匠
。

（
溝
口
利
奈
）

ア
フ
ヒ

九

葵
モ

ア
フ
ヒ
マ
ツ
リ

ケ
ン
シ
ノ
キ
ミ

ム
ラ
サ
キ

ウ
ヘ

オ
ナ

ク
ル
マ

コ
ケ
ン
フ
ツ

ア
フ
ヒ

ウ
ヘ

ク
ル
マ

ト
コ
ロ

ク
ル
マ

ト
コ
ロ

ア
ラ
ソ

１カ加
茂
の
葵
祭
に
源
氏
君
、
紫
の
上
と
同
し
車
に
め
し
て
御
見
物
有
し
時
、
葵
の
上
の
車
と
み
や
す
所
の
車
と
、
た
て
所
を
争
ひ
て
、
み

ト
コ
ロ

ク
ル
マ

ナ
カ
ア
キ

コ
ロ

モ
ノ
ヽ
ゲ

ア
フ
ヒ

ウ
ヘ

イ
ノ
チ

コ
ト

ヲ
ソ
ロ

モ
ノ
カ
タ
リ

２

や
す
所
の
車
そ
ん
じ
た
る
御
う
ら
み
あ
り
て
、
仲
秋
の
頃
、
物
怪
と
な
り
、
葵
の
上
の
命
と
り
給
ひ
け
る
事
、
恐
し
き
物
語
あ
り
。
ま

ム
ラ
サ
キ

ウ
ヘ

ケ
ン
シ

モ

マ
ツ
リ

カ
ミ

コ
レ
ナ
リ

４

イ
ハ
ヒ

ウ
タ

た
、
紫
の
上
の
御
く
し
を
、
源
氏
そ
が
せ
給
ふ
。

３カ賀
茂
の
祭
に
髪
そ
ぎ
と
い
ふ
は
是
也
。
御
く
し
そ
ぎ
は
て
ゝ
祝
の
歌
、

５

ソ
コ

は
か
り
な
き
千
尋
の
底
の
み
る
ふ
さ
の
お
ひ
ゆ
く
す
ゑ
は
我
の
み
そ
み
ん

ア
フ
ヒ葵

コ
テ
ン
ニ
イ
ハ
ク

カ
タ

ア
フ
ヒ

フ
タ
モ
ト
オ
ナ

タ
カ

イ
ケ

シ
ヤ
ガ

７

ハ

ニ
マ
イ

イ
タ

ア
ラ
ソ

カ
タ
チ

９

御
伝
曰
、

６コノ此
形
、
葵
、
二
本
同
し
高
さ
に
生
、
鳶
尾
を
あ
し
ら
ふ
へ
し
。
シ
ヤ
ガ
の
葉
弐
枚
、
出
す
べ
し
。

８
ク
ル
マ車
争
ひ
の
形
也
。
さ
て
、

ト
キ

ハ
ナ

ナ
ニ

ス
ヱ

オ
ナ

ソ
ロ

ナ
ラ
ヒ

ア
ラ
ソ
ヒ

ホ
カ

ハ
ナ
カ
タ

キ
ラ

コ
ト

コ
ノ
ハ
ナ
カ
タ

時
の
花
、
何
に
て
も
末
を
同
し
や
う
に
揃
ゆ
る
こ
と
習
あ
り
。
コ
レ是
は
、
た
け
競
と
い
ひ
て
、
外
の
花
形
に
は
嫌
ふ
事
な
れ
ど
も
、
此
花
形

ハ
カ
リ
ナ
ラ
ヒ

ナ
リ

ハ

ク
ル
マ

ワ
ダ
チ

ナ
ソ
ラ

ナ
カ
エ

ミ

キ
リ
ヤ
ウ
ハ
ウ

斗
、
習
と
す
る
也
。
シ
ヤ
カ
の
葉
を
車
の
輪
立
に
准
ふ
。
長
柄
と
み
る
へ
し
。
モ
ツ
ト
モ

尤
、真
木
両
方
同
木
、
花
、
同
草
花
を
よ
し
と
す
。
シ
ユ朱
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シ
ヤ
ク
イ
ン

イ
チ

ヒ
メ
ミ
ヤ

ロ
ク
シ
ヤ
ウ

ト
コ
ロ

ク
ル
マ
ノ

ト
コ
ロ

コ

ジ

コ
ヽ
ロ
ウ

雀
院
の
一
の
御
は
ら
の
姫
宮
と
、
六
条
の
み
や
す
所
と
の
、
車
た
て
所
を
あ
ら
そ
ひ
し
故
事
と
心
得
へ
し
。

ク
ア
ン

モ
ロ

フ
タ
バ
ク
サ

イ
フ
ク
サ

愚
按
曰
、
ア
フ
ヒ葵
小
ア
フ
ヒ
、ト
云
草
也
と
い
ふ
は
、
緒
か
つ
ら
露
葵
、滑
菜
ト
モ
書
と
も
二
葉
草
と
も
云
草
に
て
、（
図
Ａ
）
か

コ
ト

イ
ケ
ハ
ナ

モ
チ
フ

ク
サ

モ

マ
ツ
リ

ミ
ヤ
ヒ
ト

カ
フ
リ

ウ
ズ

コ
ノ
ク
サ

く
の
如
く
に
し
て
活
花
に
用
る
草
に
は
あ
ら
ず
。
カ賀
茂
の
祭
に
宮
人
の
冠
の
髻
に
さ
す
は
、
此
草
也
。（
図
Ｂ
）

ツ

コ
ト

テ
ン

ア
フ
ヒ

シ
ヨ
ク
キ

イ
フ
ク
サ

ハ
ナ
ア
フ
ヒ

セ
ニ
ア
フ
ヒ

イ
フ
ク
サ

図
の
如
し
。
コ御
伝
の
葵
と
い
ふ
は
蜀
葵
戎
葵
、呉
葵
と
云
草
に
て
、
花
葵
カ
ラ
ア
フ
ヒ
、ト
モ
云
、
銭
葵
な
と
云
草
な
り
。

然
と
も
、
葵
の
名
に
通
ふ
故
に
蜀
葵
を
い
く
る
と
知
る
へ
し
。
ま
た
、
此
巻
に
松
竹
を
活
る
習
あ
り
。

源
氏
祝

は
か
り
な
き
千
尋
の
そ
こ
の
み
る
ふ
さ
の
お
ひ
ゆ
く
す
ゑ
は
わ
れ
の
み
そ
み
ん

ミ
ル
フ
サ

コ

マ

カ
ウ
キ
タ
カ

ハ
ナ

イ
ク

ナ
ラ
ヒ

さ
て
、
竹
を
千
尋
の
陰
と
い
ひ
、
松
は
海
松
に
准
ふ
也
。
又
、
護
魔
を
た
き
け
る
に
た
と
へ
て
、
香
気
高
き
花
を
活
る
こ
と
習
あ
り
。

マ
タ

ハ
ク

ハ
ナ

イ
ク
ル

フ
ク

ヤ
ナ
キ

又
、
し
の
ぶ
草

ク
ハ
ン
サ
ウ

萱
草
の

こ
と
也
の
、
又
、
カ
ウ紅
白
の
花
を
活
事
あ
り
。
源
氏
、
服
を
ぬ
ぎ
か
へ
給
ふ
ニ

か
た
ど
る
。
又
、
シ
ク
レ

時
雨
柳
を
活
る
。
是
は
、

シ
ク
レ

イ
マ
サ
ラ

オ
ン
ナ
ミ
タ

コ
ト
ハ

ヤ
ナ
キ

「
十
月
の
こ
と
な
れ
ば
、
時
雨
ふ
り
あ
れ
て
、
今
更
、
御
涙
を
も
よ
ほ
す
」
と
い
ふ
詞
あ
り
。
又
、
ネ
コ猫
柳
を
い
く
る
も
よ
し
。
是
を

モ
チ

ネ
コ
ヤ
ナ
キ

モ
チ
ヤ
ナ
キ

ヤ
ナ
ギ

イ
ハ
ヒ

マ
タ

「
み
か
の
よ
の
餅
ゐ
」
と
い
ふ
に
た
と
ふ
。
猫
柳
を
餅
柳
と
も
、
柳
も
ち
と
も
い
ひ
て
、
祝
の
も
の
也
。
又
、
キ
ク菊
を
も
い
く
る
。
是
は

ニ
イ
マ
ク
ラ

コ
ト
バ

ヱ
ン

キ
ク
チ
ン

キ
ク

マ
ク
ラ

イ
レ

ソ
ノ
カ

シ
ヤ
ウ

モ
ロ
コ
シ

ア
ル
コ
ト

新
枕
と
い
ふ
詞
に
縁
あ
り
。
い
に
し
へ
は
菊
枕
と
て
、
菊
を
枕
に
入
て
其
香
を
称
す
る
と
か
や
。
唐
土
に
も
有
事
也
。

モ
ノ
ヽ
ケ

九

葵
（
物
怪
）
若
紫
の
上
。
葵
、
鳶
尾
。

【
訳
】
賀
茂
の
葵
祭
に
、
光
源
氏
が
紫
の
上
と
同
じ
車
に
乗
ら
れ
て
見
物
さ
れ
た
時
、
葵
の
上
の
車
と
六
条
御
息
所
の
車
と
が
車
の
置
き

場
所
を
争
っ
て
、
六
条
御
息
所
の
車
を
（
葵
の
上
の
一
行
が
）
破
損
し
た
お
恨
み
が
あ
り
、
八
月
の
頃
、（
六
条
御
息
所
は
）
物
の
怪
と

な
り
葵
の
上
の
命
を
お
取
り
に
な
っ
た
と
い
う
、
恐
ろ
し
い
物
語
が
あ
る
。
ま
た
、
紫
の
上
の
御
髪
を
光
源
氏
が
お
削
ぎ
に
な
る
。
賀
茂

の
祭
に
髪
削
ぎ
、
と
い
う
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
御
髪
を
削
ぎ
終
わ
っ
て
祝
い
の
和
歌
、

ち
ひ
ろ

み

る
ぶ
さ

測
り
よ
う
も
な
い
千
尋
も
あ
る
海
の
底
の
海
松
房
が
伸
び
て
い
く
よ
う
に
、
あ
な
た
の
御
髪
の
伸
び
て
い
く
将
来
は
、
こ
の
私
だ
け 図Ａ図Ｂ
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が
見
届
け
よ
う
。

し
ゃ
が

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
は
葵
を
二
本
同
じ
高
さ
に
活
け
、
鳶
尾
を
あ
し
ら
う
の
が
よ
い
。
鳶
尾
の
葉
を
二
枚
出
す
の
が
よ
い
。
車
争
い

た
け
あ
ら
そ

の
形
で
あ
る
。
さ
て
、
季
節
の
花
は
何
の
花
で
も
、
先
端
を
同
じ
よ
う
に
揃
え
る
と
い
う
決
ま
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
丈
競
い
と
い
っ
て
、

わ
だ
ち

ほ
か
の
花
の
形
で
は
嫌
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
花
の
形
だ
け
定
め
と
す
る
の
で
あ
る
。
鳶
尾
の
葉
を
轍
（
車
輪
が
通
っ
た
跡
の
窪
み
）

な
が
え

に
準
え
る
。（
ま
た
は
）
長
柄
と
見
る
の
が
よ
い
。
と
り
わ
け
、
中
心
の
草
花
は
両
方
と
も
同
じ
木
、
花
、
同
じ
草
花
を
良
し
と
す
る
。

朱
雀
院
と
同
腹
の
姫
宮
と
六
条
御
息
所
と
の
、
車
の
置
き
場
所
を
争
っ
た
故
事
と
理
解
し
な
さ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
葵
（
小
葵
と
い
う
草
で
あ
る
）
と
い
う
の
は
、
諸
葛
（
露
葵
、
滑
菜
と
も
書
く
）
と
も
二
葉
草
と
も
い
う
草
で
、

も
と
ど
り

（
図
Ａ
）
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
活
け
花
に
用
い
る
草
で
は
な
い
。
賀
茂
の
祭
に
宮
廷
人
の
冠
の
髻
に
挿
す
の
は
、
こ
の
草
で
あ
る
。

（
図
Ｂ
）
図
の
よ
う
で
あ
る
。
師
伝
の
葵
と
い
う
の
は
蜀
葵
（
戎
葵
、
呉
葵
）
と
い
う
草
で
、
花
葵
（
唐
葵
と
も
い
う
）、
銭
葵
な
ど
い

う
草
で
あ
る
。
し
か
し
、
葵
の
名
に
通
じ
る
た
め
に
蜀
葵
を
活
け
る
と
知
る
が
よ
い
。
ま
た
、
こ
の
巻
に
松
竹
を
活
け
る
決
ま
り
が
あ

る
。
光
源
氏
が
詠
ん
だ
祝
い
の
和
歌
、

ち
ひ
ろ

み

る
ぶ
さ

測
り
よ
う
も
な
い
千
尋
も
あ
る
海
の
底
の
海
松
房
が
伸
び
て
い
く
よ
う
に
、
あ
な
た
の
御
髪
の
伸
び
て
い
く
将
来
は
、
こ
の
私
だ

け
が
見
届
け
よ
う
。

み

る

さ
て
、
竹
を
千
尋
の
陰
と
い
い
、
松
は
海
松
に
準
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
護
摩
を
焚
い
た
こ
と
に
た
と
え
て
、
よ
い
香
り
の
す
る
花

を
活
け
る
決
ま
り
が
あ
る
。
ま
た
、
忍
草
（
萱
草
の
こ
と
で
あ
る
）
の
、
ま
た
、
紅
白
の
花
を
活
け
る
こ
と
が
あ
る
。
光
源
氏
が
喪
服

を
脱
ぎ
替
え
な
さ
る
こ
と
に
似
せ
る
。
ま
た
、
時
雨
柳
を
活
け
る
。
こ
れ
は
、「
十
月
の
こ
と
な
の
で
、
時
雨
が
降
り
荒
れ
て
、
今
改

め
て
御
涙
を
催
す
」
と
い
う
言
葉
が
（
物
語
に
）
あ
る
。
ま
た
、
猫
柳
を
活
け
る
の
も
よ
い
。
こ
れ
を
三
日
夜
の
餅
の
こ
と
を
い
う
の
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に
た
と
え
る
。
猫
柳
を
餅
柳
と
も
柳
餅
と
も
い
っ
て
、
祝
い
の
物
で
あ
る
。
ま
た
、
菊
を
も
活
け
る
。
こ
れ
は
新
枕
と
い
う
言
葉
に
縁

が
あ
る
。
昔
は
菊
枕
と
い
っ
て
、
菊
を
枕
に
入
れ
て
、
そ
の
香
り
を
称
す
る
と
か
い
う
こ
と
だ
。
唐
土
に
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

【
注
】
１
「
賀
茂
の
葵
祭
り
に
、
源
氏
の
君
、
紫
の
上
と
お
な
し
車
に
め
し
て
、
御
見
物
あ
り
し
時
、
紫
の
上
の
車
と
み
や
す
所
の
車
と
、

（
争
い
）

（
損
じ
）

た
て
所
を
は
あ
ら
そ
い
、
み
や
す
所
ノ
車
、
そ
ん
し
た
る
御
う
ら
み
あ
り
ま
い
ら
せ
候
て
、
仲
秋
の
こ
ろ
、
も
の
ゝ
け
と
な
り
、
あ
お
ひ

の
上
の
命
、
と
り
た
ま
ひ
け
る
。
車
お
そ
ろ
し
き
物
語
に
て
お
は
し
ま
し
候
」（『
龍
野
』）「
加
茂
の
葵
祭
」
は
、
京
都
の
上
賀
茂
神
社
と

下
鴨
神
社
の
祭
。
フ
タ
バ
ア
オ
イ
の
葉
を
社
前
や
桟
敷
の
簾
な
ど
に
か
け
、
ま
た
参
列
の
諸
役
の
衣
冠
に
つ
け
た
こ
と
か
ら
い
う
。
古
く

な
か

と
り

は
陰
暦
四
月
の
中
の
酉
の
日
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
一
八
八
四
年
以
降
に
新
暦
五
月
一
五
日
の
祭
と
な
っ
た
。

２
「
む
ら
さ
き
の
上

の
御
く
し
を
源
氏
そ
か
せ
給
ふ
」（『
小
鏡
』）
祭
の
当
日
、
光
源
氏
は
紫
の
上
の
髪
の
末
を
切
り
揃
え
る
。
普
段
は
女
房
が
行
う
が
、
こ

の
日
は
代
わ
り
に
光
源
氏
が
特
別
に
行
な
う
。

３
「
か
も
の
ま
つ
り
に
、「
か
み
そ
き
」
と
い
ふ
こ
と
を
は
、
こ
れ
と
心
え
へ
し
」

ち
ひ
ろ

う
た

（『
小
鏡
』）
４
「
御
く
し
そ
き
は
て
ゝ
、
千
尋
と
い
は
ひ
て
、
御
歌
け
ん
し
、
よ
み
給
ふ
」（『
小
鏡
』）「
千
尋
」
は
、
紫
の
上
の
髪
の
毛

が
千
尋
（
非
常
に
長
い
こ
と
）
も
長
く
伸
び
る
よ
う
に
、
と
い
う
祝
い
言
。

５
巻
名
歌
。「
千
尋
」
の
祝
い
言
の
縁
か
ら
、
千
尋
も
あ

る
深
い
海
底
に
生
息
す
る
海
松
房
を
、
紫
の
上
の
髪
の
美
し
さ
に
例
え
た
源
氏
の
和
歌
。「
海
松
」
は
緑
藻
類
ミ
ル
科
の
海
藻
。
そ
れ
が

群
生
し
て
い
る
の
を
「
海
松
房
」
と
い
い
、
美
し
い
髪
の
毛
に
た
と
え
る
。「
我
の
み
ぞ
」
は
独
占
す
る
気
持
ち
。

６
「
此
形
、
葵
弐

（
射
干
）

本
、
同
し
高
サ
ニ
生
、
し
や
か
を
応
答
へ
し
」（『
龍
野
』）
７
「
尤
、
前
へ
、
し
や
が
葉
二
枚
、
出
し
候
」（『
龍
野
』）
８
「
車
あ
ら
そ

（
丈
比
べ
）

い
の
心
な
り
」（『
龍
野
』）
９
「
時
節
の
花
、
何
に
て
も
末
を
同
し
や
う
に
し
て
生
ル
を
第
一
と
す
る
」（『
龍
野
』）

「
是
を
、
た
け
く

（
花
形
）

（
丈
比
べ
）

（
射
干
）

ら
へ
と
申
て
、
外
の
花
か
た
に
て
は
嫌
ふ
也
。
此
花
形
斗
、
た
け
く
ら
へ
を
第
一
の
習
と
ス
ル
也
」（『
龍
野
』）

「
前
へ
出
ス
し
や
か

（

轍

）

の
葉
は
、
車
の
わ
た
ち
と
見
、
長
柄
と
見
る
へ
し
」（『
龍
野
』）「
長
柄
」
は
、
牛
車
の
前
方
に
長
く
出
た
二
本
の
棒
。
そ
の
先
端
に
牛
を
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付
け
る
。

「
両
方
、
同
し
木
花
、
同
し
草
花
に
て
仕
立
ル
な
り
」（『
龍
野
』）

「
源
氏
の
御
あ
に
朱
雀
院
の
一
御
は
ら
の
姫
宮
、

い
つ
き

か
も
の
い
つ
き
に
、
そ
な
は
り
給
ふ
」（『
小
鏡
』）
朱
雀
院
と
同
腹
の
姫
宮
が
「
賀
茂
の
斎
」（
賀
茂
神
社
に
奉
仕
す
る
斎
院
）
に
選
ば

れ
、
賀
茂
の
祭
（
葵
祭
）
で
賀
茂
神
社
に
参
向
し
た
。
六
条
御
息
所
と
争
っ
た
の
は
姫
宮
で
は
な
く
、
葵
の
上
（
左
大
臣
と
大
宮
の
娘
）

で
あ
り
、
こ
れ
は
『
小
鏡
』
を
読
み
間
違
え
た
か
。

ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
科
フ
タ
バ
ア
オ
イ
属
の
多
年
草
。
地
下
茎
か
ら
出
る
短
い
地

あ
お
い
か
つ
ら

上
茎
に
、
二
枚
の
ハ
ー
ト
形
の
葉
を
つ
け
る
。

供
奉
す
る
人
々
が
冠
帽
に
葵
桂
（
桂
の
枝
に
フ
タ
バ
ア
オ
イ
を
掛
け
た
も
の
）
を

も
と
ど
り

か
ら
あ
お
い

た
ち
あ
お
い

飾
る
な
ど
、
平
安
時
代
か
ら
葵
祭
の
神
事
に
用
い
ら
れ
る
。
髻
は
、
髪
を
頭
の
上
に
集
め
て
束
ね
た
と
こ
ろ
。

蜀
葵
は
立
葵
の
古

名
で
、
ア
オ
イ
科
の
多
年
草
。
茎
は
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
余
り
に
直
立
し
、
葉
は
ハ
ー
ト
形
で
五
〜
七
の
浅
裂
が
あ
る
。
注

の
植
物
と
は

の
き
ば

別
科
異
種
。

「
千
尋
の
陰
」
は
竹
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
、
松
永
貞
徳
の
和
歌
「
世
の
中
の
す
ぐ
な
ら
ぬ
友
を
軒
端
に
は
千
尋
の

陰
や
植
ゑ
て
見
る
ら
ん
」（
逍
遊
集
・
巻
六
・
雑
歌
・
三
〇
五
三
・
竹
為
友
）
な
ど
が
あ
る
。

『
源
氏
物
語
』
で
は
、
物
の
怪
に
悩

ま
さ
れ
る
葵
の
上
の
た
め
に
、
物
の
怪
調
伏
の
加
持
祈
祷
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
護
摩
を
焚
く
と
き
に
芥
子
を
焼
く
が
、
そ
の
芥
子
の

香
り
が
自
身
の
衣
に
染
み
付
い
て
い
る
こ
と
に
六
条
御
息
所
は
気
づ
く
。

「
し
の
ふ
く
さ
か
た
み

の
事

。
に
は
め
る
御
そ
け
ん
し
ふ
く

を
ぬ
き
給
ふ
」（『
小

か
ん
ぞ
う

鏡
』）
葵
の
上
を
亡
く
し
た
光
源
氏
は
、
喪
服
に
着
替
え
て
喪
に
服
す
。
萱
草
は
ユ
リ
科
ワ
ス
レ
グ
サ
属
の
多
年
草
で
、
夏
に
黄
赤
色
の

花
を
数
個
つ
け
る
。
葵
の
上
は
光
源
氏
の
正
妻
と
な
り
夕
霧
を
出
産
す
る
が
、
六
条
御
息
所
の
生
霊
に
悩
ま
さ
れ
て
亡
く
な
る
。
忘
れ
形

見
と
な
っ
た
夕
霧
を
見
て
、
光
源
氏
は
「
何
に
忍
ぶ
の
」
と
つ
ぶ
や
く
。
そ
れ
は
、「
結
び
お
き
し
か
た
み
の
こ
だ
に
な
か
り
せ
ば
何
に

か
た
み

忍
ぶ
の
草
を
摘
ま
ま
し
」（
後
撰
和
歌
集
・
雑
二
・
一
一
八
七
・
兼
忠
朝
臣
母
の
乳
母
）
に
よ
る
。「
か
た
み
」
に
「
筐
」
と
「
形
見
」

こ

を
、「
こ
」
に
「
籠
」
と
「
子
」
を
掛
け
る
。「
忍
ぶ
草
を
摘
む
」
は
、
思
い
し
の
ぶ
と
い
う
意
味
。

葵
の
上
の
喪
が
明
け
た
後
、
光

源
氏
は
喪
服
（
当
時
は
ね
ず
み
色
）
を
脱
い
で
、
い
つ
も
の
華
や
か
な
衣
装
に
着
替
え
る
。
そ
れ
を
「
紅
白
の
花
」
で
表
わ
し
た
か
。
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し
く
れ

「
十
月
の
事
な
れ
ば
、
時
雨
ふ
り
あ
れ
て
、
い
ま
さ
ら
御
な
み
た
を
も
よ
ほ
す
」（『
小
鏡
』）「
時
雨
」
は
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
、

降
っ
た
り
止
ん
だ
り
す
る
小
雨
。
頭
中
将
（
葵
の
上
の
兄
弟
）
が
訪
れ
た
初
冬
、
光
源
氏
は
涙
を
催
す
。

「
み
か
の
よ
の
も
ち
ゐ
」

み

か

よ

も
ち
い

（『
小
鏡
』）「
三
日
の
夜
の
餅
」
は
三
日
目
の
夜
に
、
帳
中
で
新
郎
と
新
婦
が
祝
っ
て
食
べ
る
餅
。
当
時
は
新
郎
が
三
夜
、
続
け
て
新
婦
の

も
と
に
通
わ
な
い
と
、
結
婚
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
猫
柳
は
ヤ
ナ
ギ
科
の
落
葉
高
木
。
早
春
に
葉
に
先
立
っ
て
出
る
花
穂
の
銀
毛
を
、
猫

に
い
ま
く
ら

の
尻
尾
に
見
立
て
た
名
称
。

「
に
ゐ
ま
く
ら
」（『
小
鏡
』）「
新
枕
」
は
、
男
女
が
初
め
て
共
寝
す
る
こ
と
。「
菊
枕
」
は
干
し
た
菊

花
を
入
れ
て
作
っ
た
枕
。

（
丹
羽
雄
一
）

サ
カ
キ

十

榊

サ
カ
キ

マ
キ

ジ
ヤ
ウ

ト
コ
ロ

オ
ン
ム
ス
メ

サ
イ
ク
ウ

イ

セ
江
ク
ダ

マ
ヅ
キ
ヨ

ノ

ミ
ヤ

ト
コ
ロ

ワ
ス

榊
の
巻
と
は
、

１ロク六
条
の
み
や
す
所
の
御
娘
、
斎
宮
に
伊
勢
下
り
給
ふ
に
、
先
清
ま
り
て
、
野
の
宮
に
す
み
給
ふ
所
へ
、
さ
す
が
に
忘
れ

２

ケ
ン
シ
ノ
キ
ミ

３

ユ
ウ
ツ
キ
ヨ

も
は
て
ず
、
な
ご
り
お
し
く
お
ぼ
し
て
、
源
氏
君
、
こ
ろ
は
九
月
七
日
八
日
の
夕
月
夜
は
な
や
か
に
さ
し
い
て
ゝ
、
物
あ
は
れ
に
て
お
ほ

ク
ル
マ

ノ
ノ
ミ
ヤ

マ
イ

サ
カ
キ

し
め
し
出
て
、
あ
じ
ろ
の
車
の
し
の
び
や
か
な
る
、
う
ち
や
つ
れ
た
る
さ
ま
し
て
、
か
の
野
宮
へ
参
り
給
ひ
し
に
、

４ミ
マ
ヘ

御
前
の
榊
を
い
さ
ゝ

オ
リ

イ
レ

モ
ノ
カ
タ
リ

か
折
て
、
み
す
の
う
ち
に
入
て
物
語
し
給
ふ
。

カ
キ

ス
キ

サ
カ
キ

５カミ神
垣
は
し
る
し
の
杉
も
な
き
も
の
を
い
か
に
ま
か
へ
て
お
れ
る
榊
そ

サ
カ
キ榊

コ
デ
ン
ニ
イ
ハ
ク

カ
タ

サ
カ
キ

ミ

キ

ジ
セ
ツ

ハ
ナ

イ
ク

タ
ヽ

フ
タ
イ
ロ

モ
テ

イ
ロ

タ
カ

ヒ
ト
イ
ロ

ヒ
キ

ウ
ラ

御
伝
曰
、

６コノ此
形
、
榊
を
真
木
と
し
て
、
時
節
の
花
を
生
べ
し
。
但
し
、

７ハナ花
二
色
を
以
、

８ヒト一
色
は
高
く
一
色
は
低
く
、
み
木
の
裏
よ
り
さ

シ
ノ

イ
ク

コ
ロ

ク
ク
ハ
ツ
ナ
ヽ
ヤ
ウ
カ

コ
ヽ
ロ
ウ

し
、
忍
ふ
姿
に
生
へ
し
。
頃
は
九
月
七
八
日
と
心
得
へ
し
。

グ
ア
ン
ニ
イ
ハ
ク

ス
キ

キ

マ
タ

ク
ハ

ツ
キ

ナ
ソ
ラ
ヘ

イ
ク

ハ
イ
カ
イ
ノ
ハ
ナ

ナ
ラ
ヒ

ユ
フ
ツ
キ
ヨ

愚
案
曰
、

９アヤ文
杉
を
み
木
と
す
る
も
よ
し
。
ウ
タ歌
に
よ
れ
り
。
又
、
ハ
ク白
花
を
月
に
准
て
活
る
も
よ
し
。
半
開
花
、
習
あ
り
。「
夕
月
夜
は
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イ
フ
コ
ト
ハ

イ
ク
ル

コ
ト
ハ

オ
ハ
ナ

な
や
か
に
さ
し
出
て
」
と
云
詞
に
よ
り
て
生
る
也
。「
ア
キ秋
の
草
か
れ
�
�
」
と
云
詞
に
よ
り
て
、
ス
ヽ
キ
薄
、尾
花
、
か
る
か
や
等
も
よ
し
。

ソ

セ

ナ
ミ

又
、
ハ
ラ
ン

馬
蘭
も
よ
し
。
ヤ八
十
瀬
の
波
に
た
と
ふ
。

ス
ス
キ

十

榊
。
少
納
言
。
榊
、
時
節
の
花
、
薄
、
尾
花
、
か
る
か
や
。

の
の
み
や

【
訳
】
榊
の
巻
と
は
、
六
条
御
息
所
の
御
娘
が
、
斎
宮
と
し
て
伊
勢
に
お
下
り
に
な
る
の
で
、
ま
ず
精
進
し
て
、（
嵯
峨
野
の
）
野
宮
に
住

ん
で
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、（
光
源
氏
は
）
さ
す
が
に
（
六
条
御
息
所
が
）
忘
れ
き
れ
ず
、
名
残
惜
し
く
お
思
い
に
な
っ
て
、
光
源
氏
は
、

頃
は
九
月
七
日
か
八
日
の
夕
月
が
美
し
く
差
し
出
て
、
な
ん
と
な
く
し
み
じ
み
と
思
い
出
さ
れ
て
、
網
代
車
で
ひ
そ
か
に
、
目
立
た
な
い

様
に
し
て
、
あ
の
野
宮
へ
参
ら
れ
た
と
き
に
、（
光
源
氏
は
）
神
前
の
榊
を
少
し
折
っ
て
、
御
簾
の
内
に
入
れ
て
お
話
し
に
な
る
。

こ
こ
の
神
垣
に
は
目
印
の
杉
も
な
い
の
に
、（
あ
な
た
は
）
ど
う
間
違
え
て
榊
を
折
っ
（
て
訪
れ
）
た
の
で
す
か
。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
式
は
榊
を
中
心
と
し
て
、
季
節
の
花
を
活
け
る
の
が
よ
い
。
た
だ
し
、
二
色
の
花
を
使
っ
て
、
一
色
は
高
く
一

色
は
低
く
、
中
心
と
な
る
木
の
裏
か
ら
挿
し
、
人
目
を
忍
ぶ
姿
に
活
け
る
の
が
よ
い
。
時
期
は
九
月
七
日
か
八
日
と
心
得
る
が
よ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
文
杉
を
中
心
に
す
る
の
も
よ
い
。（
杉
を
使
う
の
は
）
和
歌
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
白
い
花
を
月
に
な
ぞ
ら
え

て
活
け
る
の
も
よ
い
。
半
開
の
花
に
、
決
ま
り
が
あ
る
。「
夕
月
が
美
し
く
差
し
出
て
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
活
け
る
の
で
あ
る
。

「
秋
の
草
は
枯
れ
枯
れ
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
薄
、
尾
花
、
か
る
か
や
等
も
よ
い
。
ま
た
、
馬
蘭
も
よ
い
。（
馬
蘭
は
）「
八
十
瀬
の

波
」
に
た
と
え
る
。

【
注
】
１
「
六
条
の
宮
す
所
の
御
む
す
め
の
、
さ
い
く
う
に
い
せ
へ
下
り
給
ふ
に
、
ま
つ
、
き
よ
ま
り
し
て
、
の
ゝ
宮
に
す
み
給
ふ
所
へ
、

さ
す
か
に
わ
す
れ
も
は
て
す
」（『
小
鏡
』）
２
「
な
こ
り
も
、
お
し
く
お
ほ
し
て
」（『
小
鏡
』）
３
「
こ
ろ
は
九
月
七
日
八
日
の
夕
月

夜
、
は
な
や
か
に
さ
し
出
て
、
よ
ろ
つ
物
あ
は
れ
に
て
、
お
ほ
し
め
し
出
て
、
あ
し
ろ
の
車
の
し
の
ひ
や
か
な
る
に
、
う
ち
や
つ
れ
た
る
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さ
ま
し
て
、
か
の
野
の
宮
へ
、
け
ん
し
参
り
給
ひ
て
」（『
小
鏡
』）「
あ
じ
ろ
の
車
」
は
網
代
車
。
牛
車
の
一
種
で
、
四
位
・
五
位
・
少
将

・
侍
従
は
常
用
と
し
、
大
臣
・
納
言
・
大
将
は
略
儀
や
遠
出
用
と
す
る
。
光
源
氏
は
こ
の
と
き
大
将
で
、
人
目
を
忍
ぶ
た
め
に
使
用
し

た
。
車
体
を
竹
や
檜
の
薄
板
で
網
代
に
組
ん
で
覆
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
が
あ
る
。

４
「
御
ま
へ
の
榊
を
、
い
さ
ゝ
か
お
ら
せ
給
ひ

て
、
み
す
の
う
ち
へ
、
さ
し
い
れ
て
、
物
か
た
り
な
と
し
給
ふ
お
り
の
歌
そ
か
し
」（『
小
鏡
』）
５
巻
名
歌
。「
し
る
し
の
杉
」
は
、「
わ

い
ほ

み

わ

が
庵
は
三
輪
の
山
も
と
恋
し
く
は
と
ぶ
ら
ひ
来
ま
せ
杉
立
て
る
門
」（
私
の
家
は
三
輪
山
の
ふ
も
と
で
す
。
私
を
恋
し
く
思
う
な
ら
、
門

の
脇
に
あ
る
杉
を
目
印
に
訪
ね
て
く
だ
さ
い
）（
古
今
和
歌
集
・
雑
下
・
九
八
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
を
踏
ま
え
る
。
光
源
氏
は
、「
常
緑

樹
の
榊
の
よ
う
に
、
私
の
愛
情
は
変
わ
ら
な
い
の
に
」
と
訴
え
た
の
に
対
し
て
、
六
条
御
息
所
は
、「
野
宮
に
は
目
印
の
杉
は
な
く
、
あ

な
た
を
招
く
気
は
な
い
」
と
は
ぐ
ら
か
す
。

６
「
此
形
は
、
榊
を
身
木
に
し
て
、
時
節
の
花
を
生
ル
也
」（『
龍
野
』）
７
「
時
節
花
、

二
色
か
よ
し
」（『
龍
野
』）
８
「
一
色
た
か
く
、
一
色
ひ
き
く
、
身
木
の
う
ら
よ
り
さ
し
、
し
の
ふ
心
に
生
へ
し
」（『
龍
野
』）
９
「
文

さ
わ
ら

杉
」
は
杉
ま
た
は
椹
の
一
品
種
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
に
は
、「
綾
杉
」
の
注
に
「
古
歌

ク

ズ

ヲ

多
詠
之
」（
昔
の
歌
に
よ
く
詠
ま
れ
る
）
と
あ
る
。

注
５
の
和
歌
に
あ
る
「
し
る
し
の
杉
」
を
指
す
。

旧
暦
九
月
七
日
八
日

は
半
月
の
頃
で
、
半
分
開
い
た
花
を
月
に
例
え
る
。

「
秋
の
草
か
れ
�
�
」（『
小
鏡
』）
源
氏
が
野
宮
を
訪
れ
た
旧
暦
九
月
は
晩
秋
。

「
薄
」
は
秋
の
七
草
の
一
つ
。
秋
に
「
尾
花
」
と
呼
ば
れ
る
白
毛
の
長
い
穂
を
出
す
。「
刈
萱
」
も
尾
花
に
似
た
穂
を
秋
に
出
す
。

「
馬
蘭
」
は
７
紅
葉
賀
の
巻
の
注

参
照
。

「
八
十
瀬
の
波
」（『
小
鏡
』）
別
れ
際
の
光
源
氏
の
歌
「
ふ
り
す
て
て
今
日
は
行
く

と
も
鈴
鹿
川
八
十
瀬
の
波
に
袖
は
ぬ
れ
じ
や
」（
私
を
振
り
捨
て
て
行
っ
て
も
、
鈴
鹿
川
の
八
十
瀬
の
波
に
あ
な
た
の
袖
は
濡
れ
な
い
だ

ろ
う
か
。
別
れ
を
悔
い
て
涙
し
ま
せ
ん
か
。）
と
、
六
条
御
息
所
の
返
歌
「
鈴
鹿
川
八
十
瀬
の
波
に
ぬ
れ
ぬ
れ
ず
伊
勢
ま
で
誰
か
思
ひ
お

こ
せ
む
」（
鈴
鹿
川
の
八
十
瀬
の
波
に
袖
が
濡
れ
る
か
濡
れ
な
い
か
、
私
が
行
く
伊
勢
ま
で
誰
が
思
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。）
を
踏
ま
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え
る
。
馬
蘭
の
葉
の
筋
を
波
に
見
立
て
た
か
。

（
八
木
智
生
）

ハ
ナ
チ
ル
サ
ト

十
一

花
散
里

カ
ハ

ワ
タ

キ
リ
ツ
ホ

ニ
ヤ
ウ
ゴ

オ
ン
イ
マ
ウ
ト
サ
ン

キ
ミ

コ
ト

ヒ
キ

シ
シ
ノ
ヒ

３

１ナカ中
河
の
渡
り
に
、
桐
壺
の
女
御
の
御
妹
三
の
君
す
み
給
ひ
て
、
琴
を
弾
し
給
ひ
し
を
、

２ケン源
氏
忍
あ
り
き
給
ふ
折
か
ら
、
さ
ゝ
給
ひ
て

タ
チ

チ
キ
リ

ト
キ

ネ

ワ

カ

エ
イ

５

立
よ
り
、
む
か
し
の
契
を
か
た
り
あ
ひ
給
ひ
し
時
、

４ホト
ヽ
キ
ス

郭
公
の
な
く
音
に
、
和
歌
を
詠
し
給
ひ
し
こ
と
あ
り
。
さ
み
だ
れ
の
こ
ろ
、
ほ

タ
チ
ハ
ナ

オ
リ

フ
セ
イ

６

ハ
ナ

サ
ト

と
ゝ
き
す
、
橘
も
折
に
ふ
れ
た
る
、
お
も
し
ろ
き
風
情
な
り
。
さ
て
こ
そ
、
花
ち
る
里
と
な
つ
け
ら
れ
た
れ
。

カ

ハ
ナ

タ
ツ
ネ

７タチ
ハ
ナ

橘
の
香
を
な
つ
か
し
み
ほ
と
ゝ
き
す
花
ち
る
里
を
尋
て
ぞ
と
ふ

ハ
ナ
チ
ル
サ
ト

花
散
里

コ
テ
ン
ニ
イ
ハ
ク

カ
タ

ウ
ノ
ハ
ナ
ナ
リ

シ
セ
ツ

チ
ン
ク
ハ

イ
チ
リ
ン
イ
ク

ナ
リ

マ
ヘ

イ
ト
ス
ヽ
キ

ひ

ク
ハ

ハ
ナ

ホ
ト
ヽ
キ
ス

御
伝
曰
、

８コノ此
形
、
卯
花
也
。

９マタ又
、
時
節
の
珍
花
を
一
輪
生
る
也
。
ソ
ノ其
前
に
糸
芒
あ
し
ら
へ�
也
。
モ
ツ
ト
モ
イ
ン

尤

陰
花
よ
し
。
ウ
ノ卯
花
は
時
鳥
と
み
る

ク
ハ

サ
ン

キ
ミ

イ
ト
ス
ヽ
キ

コ
ト

コ
ヽ
ロ
ウ

コ
ロ

サ
ミ
タ
レ

べ
し
。
チ
ン珍
花
は
三
の
君
、
糸
芒
は
琴
と
心
得
へ
し
。
頃
は
五
月
雨
と
し
る
へ
し
。

ク
ア
ン
ニ
イ
ハ
ク

イ
ト
ス
ヽ
キ

コ
ト

ナ
ソ
ラ

ジ
セ
ツ
サ
ミ
タ
レ

イ
ト
ス
ヽ
キ

ア
キ

コ
ト

ナ
ソ
ラ

愚
按
曰
、
糸
芒
を
琴
と
准
ふ
と
あ
れ
ど
も
、
時
節
五
月
雨
の
こ
ろ
な
れ
は
、
糸
芒
は
秋
也
。
フ
ト
ヰ
、
ス
ゲ菅
な
と
、
琴
に
准
ふ
も
よ

マ
ツ

マ
ツ
カ
セ

コ
ト

カ

し
。
又
、
松
も
よ
し
。
松
風
と
い
へ
ば
、
琴
の
こ
と
と
な
る
也
。
コ古
歌
に
、

こ
と
の
ね
に
峰
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
つ
れ
の
を
よ
り
し
ら
へ
そ
め
け
ん

ク
ウ
ノ
ニ
ヨ
ウ
コ

コ
ノ
ウ
タ

マ
ツ

モ
ツ
テ

コ
ト

ナ
ソ
ラ

ナ
ラ
ヒ

ハ
ナ
ア
フ
ヒ

イ
ク
ル

コ
レ

ナ
ソ
ラ

サ
イ斎
宮
女
御
、
此
歌
に
よ
り
て
、
松
を
以
、
琴
に
准
ふ
習
也
。
又
、
蜀
葵
を
活
事
よ
し
。
是
を
ほ
と
ゝ
き
す
に
准
ふ
。
シ
ヨ
ク
コ
ン

蜀
魂

ホ
ト
ヽ
キ
ス

と
い
へ

タ
チ
ハ
ナ

ミ

ア
カ

シ
ヤ
ウ
ボ
ク

ロ
キ
ツ

蜜

柑

ア
ヤ
マ

ば
也
。
マ
タ又
、
橘
と
は
実
の
赤
き
小
木
に
は
あ
ら
ず
。
蘆
橘
と
て
ミ
カ
ン
の
こ
と
也
。
お
も
ひ
誤
る
へ
か
ら
す
。

十
一
、
花
散
里
。
冷
泉
院
。
卯
花
、
時
ノ

珍
花
、
糸
芒
。

【
訳
】
中
河
の
あ
た
り
に
、
桐
壺
の
女
御
の
妹
君
で
あ
る
三
の
君
が
お
住
み
に
な
っ
て
、
琴
を
お
弾
き
に
な
っ
た
の
を
、
光
源
氏
が
人
目
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を
忍
ん
で
出
歩
き
な
さ
る
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
酒
を
お
与
え
に
な
っ
て
立
ち
寄
り
、
昔
の
契
り
を
語
り
合
い
な
さ
っ
た
時
、
ほ
と
と
ぎ
す

さ
み
だ
れ

が
鳴
く
声
に
（
感
じ
て
）、
和
歌
を
お
詠
み
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
五
月
雨
（
梅
雨
）
の
頃
、
ほ
と
と
ぎ
す
、
橘
も
、
そ
の
折
節
に
合

っ
て
い
る
の
は
、
す
ば
ら
し
い
情
趣
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
花
散
里
と
名
付
け
ら
れ
た
。

（
昔
の
人
を
思
い
出
す
）
橘
の
香
り
が
懐
か
し
い
の
で
、
ほ
と
と
ぎ
す
が
（
橘
の
）
花
が
散
る
こ
の
邸
を
探
し
て
や
っ
て
き
た
（
よ

う
に
、
私
も
あ
な
た
に
引
か
れ
て
会
い
に
来
ま
し
た
）。

師
伝
に
よ
る
と
、
こ
の
形
式
は
卯
の
花
で
あ
る
。
ま
た
、
季
節
の
珍
し
い
花
を
一
輪
活
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
前
に
糸
芒
を
あ
し
ら
う
の

で
あ
る
。
最
も
陰
花
が
よ
い
。
卯
の
花
は
ほ
と
と
ぎ
す
と
見
る
の
が
よ
い
。
珍
し
い
花
は
三
の
君
、
糸
芒
は
琴
と
心
得
る
の
が
よ
い
。
時

期
は
五
月
雨
（
の
頃
）
と
理
解
す
る
の
が
よ
い
。

愚
案
に
よ
る
と
、
糸
芒
を
琴
に
な
ぞ
ら
え
る
と
（
師
伝
に
）
あ
る
が
、
季
節
は
五
月
雨
の
頃
な
の
で
、
糸
芒
は
秋
で
あ
る
（
か
ら
、
ふ

さ
わ
し
く
な
い
）。
フ
ト
ヰ
、
菅
な
ど
を
琴
に
な
ぞ
ら
え
る
の
も
よ
い
。
ま
た
、
松
も
よ
い
。
松
風
と
言
え
ば
、
琴
の
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。
古
歌
に
、

お

お

琴
の
音
に
峰
の
松
風
の
音
が
似
通
っ
て
い
る
ら
し
い
。（
い
っ
た
い
あ
の
松
風
は
）
ど
の
山
の
尾
、
ど
の
琴
の
緒
か
ら
、（
美
し
い

音
を
）
奏
で
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

斎
宮
女
御
の
こ
の
歌
に
よ
り
、
松
を
も
っ
て
琴
に
な
ぞ
ら
え
る
決
ま
り
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
蜀
葵
を
活
け
る
事
も
よ
い
。
こ
れ
を
ホ

ト
ト
ギ
ス
に
な
ぞ
ら
え
る
。（
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
別
名
を
）「
蜀
魂
」
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
橘
と
は
実
が
赤
い
小
さ
な
木
（
の
こ

と
）
で
は
な
い
。
蘆
橘
と
い
っ
て
蜜
柑
の
こ
と
で
あ
る
。
勘
違
い
し
て
は
な
ら
な
い
。（

弾
じ
）

【
注
】
１
「
中
川
の
渡
り
に
、
桐
壺
の
女
御
の
御
妹
、
三
の
君
、
住
み
給
ひ
て
、
琴
を
た
ん
し
給
ひ
し
を
」（『
龍
野
』）「
中
河
」
は
京
極
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川
。「
桐
壺
の
女
御
」
と
あ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
で
は
桐
壺
帝
の
女
御
の
一
人
で
、
麗
景
殿
の
女
御
の
こ
と
で
あ
る
。「
御
妹
、
三
の
君
」

は
麗
景
殿
女
御
の
妹
、
後
に
花
散
里
と
呼
ぶ
。
か
つ
て
宮
中
あ
た
り
で
光
源
氏
と
か
り
そ
め
の
逢
瀬
を
か
わ
し
た
。『
源
氏
物
語
』
で
は
、

光
源
氏
は
花
散
里
の
邸
を
目
指
す
道
中
、
中
河
の
あ
た
り
で
琴
の
音
に
惹
か
れ
、
そ
こ
が
昔
の
女
の
家
だ
と
知
る
。『
龍
野
』
で
は
花
散

里
が
こ
の
昔
の
女
と
同
じ
人
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
物
語
で
は
別
人
で
あ
る
。

２
「
源
氏
し
の
ひ
あ
り
き
給
ふ
折
か
ら
」（『
龍

野
』）「
け
ん
し
、
中
川
の
あ
た
り
へ
、
し
の
ひ
て
お
は
し
ま
し
ゝ
に
」（『
小
鏡
』）
光
源
氏
は
目
立
た
な
い
よ
う
、
忍
ん
で
出
か
け
た
。

（
笹
）

こ
と
ば

３
「
さ
ゝ
た
ま
わ
り
て
、
む
か
し
の
契
り
を
か
た
り
あ
ひ
給
ひ
し
時
」（『
龍
野
』）『
源
氏
物
語
』
に
「
笹
」（
女
房
詞
で
酒
の
意
味
）
の

記
述
は
な
く
、
麗
景
殿
の
女
御
と
亡
き
桐
壺
帝
の
こ
ろ
の
思
い
出
を
語
り
合
っ
て
い
る
と
き
、
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
。

４
「
ほ
と
ゝ
き

す
の
な
く
音
に
、
和
歌
を
詠
し
た
ま
ひ
し
事
、
あ
り
ま
い
ら
せ
候
」（『
龍
野
』）
注
１
の
昔
の
女
の
家
を
光
源
氏
が
通
り
過
ぎ
に
く
そ
う

に
し
て
い
る
と
、
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
い
て
来
る
。
そ
の
後
の
贈
答
歌
（
光
源
氏
）「
を
ち
返
り
え
ぞ
忍
ば
れ
ぬ
ほ
と
と
ぎ
す
ほ
の
語
ら
ひ

し
宿
の
垣
根
に
」（
女
）「
ほ
と
と
ぎ
す
言
問
ふ
声
は
そ
れ
な
れ
ど
あ
な
お
ぼ
つ
か
な
五
月
雨
の
空
」
で
は
、
二
首
と
も
光
源
氏
を
ほ
と
と

ぎ
す
に
例
え
て
い
る
。
ほ
と
と
ぎ
す
は
五
月
に
渡
来
し
、
八
〜
九
月
に
南
方
へ
去
る
。
古
く
か
ら
夏
の
鳥
と
し
て
親
し
ま
れ
、
異
名
も
多

い
。

５
「
五
月
雨
の
空
」「
こ
れ
ら
は
み
な
�
�
、
さ
み
た
れ
の
こ
ろ
な
れ
は
、「
ほ
と
ゝ
き
す
」
に
も
「
た
ち
は
な
」
に
も
つ
く
へ

し
」（『
小
鏡
』）「
五
月
雨
」
は
字
の
ご
と
く
陰
暦
五
月
に
降
り
続
く
長
雨
の
こ
と
、
ま
た
そ
の
時
期
の
こ
と
。「
橘
」
は
、
古
来
食
用
と

さ
れ
た
ミ
カ
ン
類
の
古
名
。「
五
月
ま
つ
花
橘
の
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
」（
古
今
和
歌
集
・
夏
・
一
三
九
・
よ
み
人
し
ら

ず
）
な
ど
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
香
り
は
懐
旧
の
念
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、「
橘
の
林
を
植
ゑ
む
ほ
と
と
ぎ
す
常
に
冬

ま
で
住
み
渡
る
が
ね
」（
万
葉
集
・
巻
十
・
一
九
五
八
）
の
よ
う
に
、
古
く
は
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
橘
と
ほ
と
と
ぎ
す
は
一
緒
に
詠
ま

れ
た
。

６
「
此
巻
、
は
な
ち
る
さ
と
ゝ
い
ふ
事
、
た
ち
は
な
の
か
を
な
つ
か
し
み
ほ
と
ゝ
き
す
は
な
ち
る
さ
と
を
た
つ
ね
て
そ
と
ふ
、
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と
い
ふ
歌
の
ゆ
へ
に
な
り
」（『
小
鏡
』）
和
歌
は
次
の
注
７
を
参
照
。「
花
散
里
と
は
、
此
巻
に
て
お
は
し
ま
し
候
」（『
龍
野
』）
７
巻
名

歌
。
光
源
氏
が
自
ら
を
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
な
ぞ
ら
え
、
昔
の
人
へ
の
恋
の
情
調
と
と
も
に
桐
壺
帝
在
世
へ
の
懐
旧
の
念
を
詠
む
。
こ
の
歌
の

「
花
散
里
」
は
麗
景
殿
女
御
の
邸
宅
を
指
す
が
、
三
の
君
の
呼
称
に
も
巻
名
に
も
な
っ
た
。「
橘
の
花
散
る
里
の
ほ
と
と
ぎ
す
片
恋
し
つ
つ

鳴
く
日
し
ぞ
多
き
」（
万
葉
集
・
巻
十
・
一
四
七
三
・
大
伴
旅
人
）
の
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
か
ら
「
橘
」「
花
散
里
」「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の

取
り
合
わ
せ
が
見
ら
れ
る
。

８
「
此
形
は
、
卯
の
花
な
り
」（『
龍
野
』）
卯
の
花
は
梅
雨
の
頃
、
白
色
の
五
弁
花
を
円
錐
花
序
に
つ
け

い

い

き

な

る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
同
じ
く
夏
の
風
物
の
一
つ
。「
卯
の
花
の
散
ら
ま
く
惜
し
み
ほ
と
と
ぎ
す
野
に
出
で
山
に
入
り
来
鳴
き
と
よ
も
す
」

（
万
葉
・
巻
十
・
一
九
五
七
）
な
ど
古
く
か
ら
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
一
緒
に
詠
ま
れ
る
。

９
「
時
節
の
珍
花
を
一
輪
そ
へ
、
生
ル
也
」（『
龍

野
』）

「
そ
の
前
に
、
糸
薄
、
応
答
へ
し
」（『
龍
野
』）「
糸
芒
」
は
ス
ス
キ
の
園
芸
品
種
で
茎
・
葉
・
穂
と
も
に
細
く
小
さ
い
。
そ
の

葉
の
細
さ
か
ら
、
琴
の
緒
に
見
立
て
ら
れ
、
琴
に
喩
え
ら
れ
た
か
。

「
尤
、
陰
花
よ
し
」（『
龍
野
』）『
い
け
ば
な
総
合
大
事
典
』

（
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
と
、
藤
や
花
菖
蒲
の
よ
う
に
、「
花
が
う
つ
む
い
て
い
る
も
の
や
、
あ
お
ぐ
よ
う
に
咲
く
も
の
」

を
「
陰
木
」「
陰
草
」
と
総
称
す
る
。
逆
に
梅
や
菊
の
よ
う
に
、「
梢
か
ら
花
の
咲
き
出
す
も
の
」
を
「
陽
木
」「
陽
草
」
と
呼
ぶ
。「
陰

花
」
の
例
は
、
４９
宿
木
の
巻
に
あ
る
。

「
卯
の
花
は
、
時
鳥
と
見
る
へ
し
」（『
龍
野
』）

「
珍
花
は
三
の
君
、
糸
薄
は
琴
と
心
得

ふ
と
い

へ
し
」（『
龍
野
』）

太
藺
は
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
多
年
草
で
、
各
地
の
沼
地
に
生
え
る
。
葉
は
退
化
し
て
褐
色
の
鞘
状
ま
た
は
鱗
片

状
。
茎
で
花
筵
な
ど
を
編
む
。

「
菅
」
は
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
植
物
の
総
称
。
注

の
「
フ
ト
ヰ
」
も
現
在
で
言
う
「
菅
」
に
な
る

が
、
こ
こ
で
は
別
の
植
物
を
指
す
か
。
ど
ち
ら
も
葉
が
線
形
で
あ
る
た
め
、
琴
の
緒
に
見
立
て
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

松
風
が
琴
の
音

に
調
和
す
る
の
は
１
桐
壺
の
巻
の
注

、
楽
器
の
音
に
調
和
す
る
の
は
７
紅
葉
賀
の
巻
の
注
５
を
参
照
。

「
琴
の
音
に
」
の
和
歌

（
拾
遺
和
歌
集
・
雑
上
・
四
五
一
）
は
、
山
の
「
尾
」
と
琴
の
「
緒
」
を
掛
け
る
。
松
風
の
音
が
琴
の
音
に
似
通
う
こ
と
か
ら
、
松
風
を
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琴
の
奏
楽
に
聞
き
な
し
た
。

注

の
和
歌
の
詞
書
に
、「
野
宮
に
斎
宮
の
庚
申
し
侍
り
け
る
に
、
松
風
入
二

夜
琴
一

と
い
ふ
題
を
詠
み

の
の
み
や

侍
け
る
」
と
あ
る
。
斎
宮
（
村
上
天
皇
皇
女
の
規
子
内
親
王
）
が
伊
勢
に
下
向
す
る
前
に
、
精
進
潔
斎
す
る
仮
宮
で
あ
る
野
宮
で
、
母
で

し
ょ
う
め
ん

あ
る
斎
宮
女
御
が
詠
ん
だ
歌
。「
庚
申
待
ち
」
は
庚
申
の
日
に
、
仏
教
で
は
帝
釈
天
・
青
面
金
剛
、
神
道
で
は
猿
田
彦
を
祀
っ
て
徹
夜
を

さ
ん
し

す
る
行
事
で
、
こ
の
夜
眠
る
と
体
内
に
い
る
三
尸
の
虫
が
抜
け
出
て
天
帝
に
罪
過
を
告
げ
、
早
死
に
さ
せ
る
と
い
う
道
教
の
説
に
よ
る
。

歌
題
の
「
松
風
入
二

夜
琴
一

」
は
、
唐
の
李
嶠
『
雑
詠
百
二
十
首
』「
風
」
詩
中
の
句
。

「
蜀
葵
」
は
９
葵
の
巻
の
注

参
照
。「
蜀

魂
」
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
異
名
で
あ
る
の
で
、「
蜀
葵
」
に
な
ぞ
ら
え
る
。『
華
陽
国
志
』『
蜀
王
本
紀
』
な
ど
に
あ
る
、
蜀
の
望
帝
の
魂
が

ホ
ト
ト
ギ
ス
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
に
基
づ
く
。

「
橘
」
は
注
５
参
照
。「
実
の
赤
き
小
木
」
は
「
山
橘
」
と
も
呼
ば
れ
る
ヤ
ブ
コ

ウ
ジ
科
の
低
木
の
こ
と
か
。
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
は
夏
に
花
を
咲
か
し
、
冬
に
小
さ
い
赤
い
果
実
を
つ
け
る
。「
蘆
橘
」
は
金
柑
の
異
名
で
、

ミ
カ
ン
科
の
常
緑
低
木
の
こ
と
。
現
在
で
は
橘
と
金
柑
は
区
別
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
食
用
に
な
る
ミ
カ
ン
類
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
た

か
。

（
湯
本
美
紀
）
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